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戦
後
日
本
と
「
帝
国
」
再
生
の
条
件

―
―
憲
法
、
平
和
条
約
、
安
保
条
約
―
―

坂

元

一

哉

は
じ
め
に

第
一
章

憲
法
と
「
帝
国
」
の
生
存

第
二
章

平
和
条
約
と
「
帝
国
」
の
独
立

第
三
章

安
保
条
約
と
「
帝
国
」
の
安
全

お
わ
り
には

じ
め
に

こ
の
論
文
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
再
生
を
「
帝
国
」
の
再
生
と
と
ら
え
て
、
そ
の
再
生
に
日
本
国
憲
法
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
（
対
日
平
和
条
約
）、
そ
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
が
果
た
し
た
役
割
を
、
外
交
史
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
考
察
す

る
も
の
で
あ
る(1
)。

こ
こ
で
い
う
「
帝
国
」
は
、
海
外
領
土
と
他
民
族
支
配
を
と
も
な
う
帝
国
の
こ
と
で
は
な
い(2
)。
そ
う
し
た
性
格
を
持
っ
て
い
た
戦
前
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の
日
本
、
す
な
わ
ち
大
日
本
帝
国
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
政
治
の
変
化
、
と
く
に
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ソ
連
の
共
産

主
義
、
米
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
興
隆
に
よ
り
、
そ
の
存
在
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
つ
い
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て

崩
壊
し
、
再
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
そ
れ
は
、
皇
帝
が
「
統
治
」
す
る
国
と
い
う
意
味
で
の
帝
国
で
も
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
世
襲
の
天
皇

（「
帝
」、
Em
peror）
が
国
家
と
国
民
統
合
の
「
象
徴
」
と
し
て
存
在
す
る
国
と
い
う
意
味
で
の
「
帝
国
」
と
し
て
再
生
し
た
。

戦
後
日
本
の
再
生
、
そ
れ
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
は
確
た
る
も
の
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
「
帝
国
」
の
再
生
と
呼
ぶ
理
由

は
、
一
つ
に
は
天
皇
の
安
全
の
問
題
が
、
そ
の
再
生
の
中
心
問
題
だ
っ
た
こ
と
を
議
論
の
前
提
と
し
て
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
点
、
連
合
国
の
占
領
下
、
終
戦
連
絡
事
務
局
長
と
し
て
日
々
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
折
衝
に
あ
た
っ
た
鈴
木
九
萬
（
た
だ
か
つ
）
は
、
占

領
改
革
で
最
も
懸
念
さ
れ
た
の
は
皇
室
制
度
の
運
命
だ
っ
た
と
し
た
う
え
で
、

「
幸
に
し
て
、
皇
室
が
安
泰
で
あ
り
得
た
こ
と
は
、
暗
澹
た
る
敗
戦
日
本
に
お
け
る
一
大
光
明
で
あ
り
、
国
民
は
こ
れ
に
よ
り
大
い

に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
復
興
に
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
四
半
世
紀
後
に
回
顧
し
て
い
る(3
)。
天
皇
の
安
全
が
実
際
に
ど
の
程
度
、
復
興
に
役
立
っ
た
か
を
い
う
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
も

し
そ
れ
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
な
ら
ば
、
多
く
の
国
民
の
反
感
と
反
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
混
乱
で
、
戦
後
日

本
の
復
興
が
実
際
よ
り
は
る
か
に
困
難
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
そ
う
呼
ぶ
こ
と
で
、
戦
後
の
日
本
が
、
戦
前
の
日
本
が
か
か
え
た
国
際
政
治
の
難
問
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
、

そ
の
異
同
を
よ
り
鮮
明
に
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
戦
後
の
日
本
は
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
い
う
「
帝
国
」
日
本
は
、
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自
衛
と
い
う
言
葉
を
極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
し
て
扱
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
の
意
義
は
、
大
日
本
帝
国
に
お
け
る
自
衛
の
意
味
と
の
比

較
な
し
に
は
論
じ
に
く
い
。

こ
の
論
文
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
は
別
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
資
料
や
、
基
本
文
献
に
基
づ
い
て
い
る
。
論
じ
る
三
つ

の
法
と
条
約
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
知
見
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
、
平
和
条
約
、
安
保
条
約
の
な
か
の
い
く
つ

か
の
条
文
が
、
戦
後
日
本
の
生
存
、
独
立
、
安
全
、
そ
し
て
繁
栄
に
と
っ
て
持
っ
た
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
法
と
条
約
を

「
帝
国
」
再
生
の
条
件
と
し
て
、
総
合
的
に
評
価
す
る
枠
組
み
の
提
供
を
目
的
に
し
て
い
る
。

(⚑
)
こ
の
論
文
は
日
本
国
際
政
治
学
会
二
〇
一
六
年
度
研
究
大
会
に
お
け
る
報
告
（
部
会
⚘
「
帝
国
の
解
体
と
再
生
（
サ
イ
ク
ス
ピ
コ
協
定
⚑

⚐
⚐
周
年
）」）
の
た
め
に
提
出
し
た
ペ
ー
パ
ー
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

(⚒
)
帝
国
と
い
う
言
葉
の
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
、
性
格
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
山
本
有
三
編
『
帝
国
の
研
究
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

三
年
）
を
参
照
。

(⚓
)
鈴
木
九
萬
監
修
『
日
本
外
交
史
⚒
⚖
・
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
二
頁
。

第
一
章

憲
法
と
「
帝
国
」
の
生
存

日
本
国
憲
法
の
第
一
条
は
天
皇
の
地
位
に
つ
い
て
、

「
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ
て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基

く
」

と
定
め(4
)、
第
九
条
は
、
戦
争
と
戦
力
の
放
棄
に
つ
い
て
、

戦後日本と「帝国」再生の条件
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「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は

武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」

と
定
め
て
い
る(5
)。

日
本
国
憲
法
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
敗
戦
後
、
連
合
国
が
日
本
を
占
領
す
る
な
か
で
、
大
日
本
帝
国
憲
法
を
改
正

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
公
布
は
一
九
四
六
年
一
一
月
三
日
、
施
行
は
翌
年
五
月
三
日
）。
第
一
条
と
第
九
条
を
基
本
的
な
特

徴
と
し
、
前
者
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
、
天
皇
は
日
本
を
「
統
治
」
し
（
大
日
本
帝
国
憲
法
第
一
条
）、
国
の
「
元
首
」
で
あ
り
、

「
統
治
権
ヲ
総
攬
」
し
、（
同
第
四
条
）、
ま
た
「
神
聖
不
可
侵
」
な
存
在
で
あ
る
（
同
第
三
条
）
と
し
て
い
た
も
の
を
、
こ
こ
に
あ
げ

た
よ
う
に
改
正
し
て
い
る
。
後
者
は
、
天
皇
が
「
陸
海
軍
ヲ
統
帥
」
し
（
同
第
一
一
条
）、「
陸
海
軍
ノ
編
制
及
常
備
兵
額
」
を
定
め

（
同
一
二
条
）、
ま
た
「
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
シ
」（
同
一
三
条
）
と
し
て
い
た
条
文
を
削
除
し
、
さ
ら
に
は
「
日
本
臣
民
ハ
法
律
ノ
定
ム

ル
所
ニ
従
ヒ
兵
役
ノ
義
務
ヲ
有
ス
」（
同
二
〇
条
）
と
い
う
条
文
も
削
除
し
て
、
新
し
い
条
文
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
の
草
案
、
す
な
わ
ち
大
日
本
帝
国
憲
法
を
改
正
す
る
た
め
の
最
初
の
草
案
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総

司
令
部
）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
異
常
な
こ
と
だ
が
、
仮
に
日
本
政
府
が
草
案
を
書
い
て
い
た
と
し
て
も
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
の
二
つ
の
条
文
と
同
様
の
条
文
が
入
っ
た
草
案
に
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
に
要
求
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
幣
原
喜
重
郎
首
相
に
対
し
て
、
天
皇
に
関
す
る
規
定
と
軍
に
関
す
る
規
定
こ
そ
が
、

草
案
の
基
本
の
か
た
ち
（
“Basic
form
s”）
だ
と
述
べ
て
い
る(6
)。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
を
受
け
短
期
間
（
九
日
間
）
で
作
ら
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
が
日
本
政
府
（
吉
田
茂
外
相
、
松
本
丞
治
国
務
相
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ら
）
に
手
交
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
二
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
、
日
本
側
は
日
本
政
府
の
憲
法
問
題
調
査
委
員
会
の

な
か
で
委
員
長
の
松
本
国
務
相
が
ま
と
め
た
大
日
本
帝
国
憲
法
改
正
の
要
点
（
二
月
八
日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
「
憲
法
改
正
要
綱
」）

に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
見
を
聞
く
つ
も
り
だ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
政
府
の
憲
法
改
正
作
業
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（
Courtney
W
hitney）
民
政
局
長
ら

を
外
務
大
臣
公
邸
に
迎
え
て
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
会
談
で
日
本
側
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
か
ら
、
全
部
で
一
一
章
九
二
条
か
ら
な
る
具
体
的
な

憲
法
改
正
草
案
を
突
然
示
さ
れ
て
驚
愕
し
た
。
だ
が
逆
に
、
日
本
が
提
出
し
た
「
憲
法
改
正
要
綱
」
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
そ
の
ま
ま
す
ん
な

り
受
け
入
れ
る
と
確
信
し
て
会
談
に
臨
ん
で
い
た
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

吉
田
茂
は
後
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
基
に
し
た
政
府
の
憲
法
改
正
草
案
が
で
き
上
が
る
ま
で
の
過
程
は
、
日
本
に
と
っ
て
、

「
実
際
上
、
外
国
の
条
約
交
渉
と
相
似
た
も
の
が
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
条
約
交
渉
の
場
合
よ
り
も
一
層
〝
渉
外
的
〟
で

す
ら
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
」

と
回
顧
し
て
い
る(7
)。
両
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
の
な
か
で
草
案
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
国
の
憲
法
改
正
の
過
程
が
、
吉
田
の
い
う
よ
う
に
外
交
交
渉
に
も
似
た
過
程
（
も
っ
と
も
日
本
は
占
領
下
で
外
交
権
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
が
）
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
改
正
が
、
日
本
の
降
伏
条
件
で
あ
っ
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
約
束
し
た
非
軍
事
化

（「
無
責
任
ナ
ル
軍
国
主
義
」
を
駆
逐
、「
戦
争
遂
行
能
力
」
の
破
砕
、「
武
装
ヲ
解
除
」）
と
、
民
主
化
（「
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活

強
化
」）
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
は
、
憲
法
改
正
を
日
本
に
義
務
づ
け
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
米
国
政
府
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
（
国
務
・
陸
・
海
軍
三
省
調
整
委
員
会
）
文
書
二
二
八
「
日
本
の
統
治
体
制
の
改

戦後日本と「帝国」再生の条件
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革
」（
一
九
四
六
年
一
月
七
日
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
な
か
の
、
占
領
軍
は
「
平
和
的
傾
向
ヲ
有
シ
且
責
任
ア
ル

政
府
」
が
樹
立
さ
れ
る
ま
で
日
本
か
ら
撤
収
さ
れ
な
い
と
い
う
文
言
を
根
拠
に
、
米
国
は
日
本
の
基
本
法
の
改
正
を
主
張
で
き
る
と
考

え
た(8
)。
一
方
日
本
政
府
は
、
政
治
外
交
の
大
局
か
ら
、
国
家
の
基
本
法
た
る
憲
法
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
に
そ
っ
て
改
正
、

し
か
も
急
い
で
改
正
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
受
け
と
っ
た
後
、
日
本
政
府
が
こ
の
草
案
を
基
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
交
渉
し
な
が
ら
作
っ
た
「
憲
法
改
正
草
案
要
綱
」（
一

九
四
六
年
三
月
六
日
）
を
公
表
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
は
わ
ず
か
三
週
間
で
あ
る
。
吉
田
に
い
わ
せ
れ
ば
、
憲
法
制
定
に
お
け
る

日
本
の
立
場
は
「
消
極
的
」
で
「
漸
進
的
」
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
は
「
積
極
的
」
か
つ
「
抜
本
的
」
だ
っ
た
。
そ
の
対
立
の
な

か
日
本
側
に
は
不
満
が
大
い
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
急
進
的
な
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
、
一
院
制
あ
る
い
は
土
地
・
資
源
の
国
有
化
な
ど

の
規
定
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
受
け
入
れ
た(9
)。
天
皇
と
軍
隊
に
関
す
る
草
案
の
規
定
も
そ
う
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
が
日
本
の
将
来
に

と
っ
て
有
利
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
吉
田
は
次
の
よ
う
に
（
お
よ
そ
一
〇
年
前
の
こ
と
を
）
回
顧
し
て
い
る(10
)。

「
当
時
の
連
合
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
わ
が
国
と
し
て
の
当
面
の
急
務
は
、
講
和
条
約
を
締
結
し
、
独
立
、
主
権
を
回
復
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
は
、
一
日
も
早
く
民
主
国
家
、
平
和
国
家
た
る
の
実
を
内
外
に
表
明
し
、
そ
の
信
頼
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
憲
法
改
正
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
客
観
情
勢
の
下
に
お
い
て
、
立
法
技
術
的
な
面
な

ど
に
、
い
つ
ま
で
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
策
を
得
た
も
の
に
あ
ら
ず
、
そ
の
大
綱
に
お
い
て
差
支
え
な
い
な
ら
ば
、
改
正
案
を
取

り
纏
め
る
が
よ
い
、
と
い
う
の
が
当
局
者
の
心
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。」

吉
田
は
当
局
者
の
心
事
の
根
底
に
は
「
国
際
感
覚
」（
デ
ィ
プ
ロ
マ
チ
ッ
ク
・
セ
ン
ス
）
が
働
い
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
引
用
の
な
か
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
「
国
際
感
覚
」
が
働
く
べ
き
、
最
も
重
要
な
問
題
は
天
皇
の
安
全
の
問
題

だ
っ
た
。
一
九
四
六
年
六
月
二
二
日
、
吉
田
は
貴
族
院
で
政
府
提
出
の
憲
法
改
正
案
を
説
明
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(11
)。

「
只
茲
に
一
言
御
注
意
を
喚
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
単
に
憲
法
、
国
法
だ
け
の
観
点
か
ら
此
の
憲
法
改
正
案
な
る
も
の
を
立

案
致
し
た
次
第
で
は
な
く
て
、
敗
戦
の
今
日
に
於
き
ま
し
て
、
如
何
に
し
て
国
家
を
救
い
、
如
何
に
し
て
皇
室
の
御
安
泰
を
図
る
か
と

云
う
観
点
を
も
十
分
考
慮
致
し
ま
し
て
立
案
致
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
で
従
っ
て
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
憲
法
論
、
国
法

論
以
外
に
、
現
在
に
於
け
る
国
情
、
国
際
の
情
況
等
よ
り
御
判
断
に
な
っ
て
、
十
分
御
審
議
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。」

こ
う
述
べ
た
吉
田
は
、
自
由
に
議
論
し
、
慎
重
に
審
議
し
て
ほ
し
い
が
、
日
本
は
外
交
そ
の
他
で
自
由
な
立
場
に
な
い
。
平
和
主
義

と
民
主
主
義
に
徹
す
る
の
が
国
家
を
救
う
方
法
だ
と
考
え
て
改
正
案
を
立
案
し
た
、
と
説
明
し
て
貴
族
院
の
理
解
を
求
め
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
あ
た
っ
て
日
本
政
府
は
米
国
政
府
か
ら
、
天
皇
は
日
本
降
伏
後
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
従
属
す
る
が
、

「
最
終
的
な
日
本
政
府
の
形
態
は
、『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
』
に
従
っ
て
、
自
由
に
表
明
さ
れ
る
意
思
に
よ
り
樹
立
さ
れ
る
」
と
の
保
証
を

得
て
い
た
（「
バ
ー
ン
ズ
回
答
」）。
そ
の
保
証
が
確
か
な
ら
ば
、
国
民
の
大
多
数
が
皇
室
制
度
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
天

皇
の
安
全
は
守
ら
れ
る
。

た
だ
問
題
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
の
モ
ス
ク
ワ
三
国
（
米
英
ソ
）
外
相
会
議
で
設
立
が
決
ま
っ
た
、
連
合
国
の
極
東
問
題
処
理
の

方
針
を
決
め
る
極
東
委
員
（
米
英
ソ
中
豪
な
ど
連
合
国
一
一
か
国
か
ら
な
る
）
が
、
天
皇
個
人
の
戦
争
責
任
問
題
に
対
し
て
厳
し
い
見

方
を
と
っ
て
い
て
、
円
滑
な
占
領
遂
行
の
た
め
に
天
皇
を
利
用
し
た
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
に
容
喙
す
る
姿
勢
を
取
り
始
め
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
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も
し
天
皇
が
、
戦
犯
指
定
は
と
も
か
く
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
戦
争
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
敗
戦
後
も
何
と
か
「
国
体
」
を
維
持
し
た
い
日
本
政
府
に
と
っ
て
の
一
大
事
に
な
る
。
だ
が
同
時
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策

も
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
打
撃
を
受
け
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
五
日
、
天
皇
の

戦
争
責
任
を
問
う
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
米
国
政
府
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
て
、「
天
皇
は
す
べ
て
の
日
本
人
を
統
合
す
る
象
徴

（
“H
e
is
a
sym
bolw
hich
unites
allJapanese”）」
で
あ
り
、
も
し
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
い
、
起
訴
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日

本
人
は
そ
れ
を
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
反
す
る
背
信
行
為
と
見
な
し
て
強
く
反
発
し
、
国
内
は
大
騒
乱
に
陥
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
占
領

政
策
の
遂
行
に
は
「
百
万
の
軍
隊
」、「
数
十
万
」
の
行
政
官
が
必
要
に
な
る
、
と
警
告
す
る
電
報
を
送
っ
て
い
る(12
)。

天
皇
の
安
全
を
守
っ
て
占
領
政
策
を
順
調
に
進
め
て
い
き
た
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
と
っ
て
極
東
委
員
会
の
動
向
は
大

き
な
懸
念
材
料
だ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
こ
と
を
日
本
政
府
に
率
直
に
伝
え
て
、
委
員
会
の
機
先
を
制
す
る
た
め
に
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
作
っ

た
草
案
を
す
み
や
か
に
受
け
入
れ
る
よ
う
日
本
政
府
に
迫
っ
た
。
た
と
え
ば
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
二
月
二
一
日
、
幣
原
に
対
し
て
次
の
よ

う
に
草
案
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
て
い
る(13
)。

①
自
分
は
何
と
し
て
も
天
皇
の
安
泰
を
守
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
極
東
委
員
会
に
は
厳
し
い
意
見
が
出
て
い

る
。
自
分
も
い
つ
ま
で
連
合
国
最
高
司
令
官
の
地
位
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
不
安
で
あ
る
。

②
米
国
の
案
で
は
天
皇
が
帝
位
に
つ
き
、
憲
法
の
発
布
も
天
皇
が
行
う
。
主
権
在
民
を
明
記
し
た
の
は
、
天
皇
の
地
位
が
世
襲
と

い
う
だ
け
で
な
く
国
民
の
信
頼
に
よ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
。

③
軍
に
関
す
る
規
定
の
削
除
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
は
外
国
の
思
惑
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
軍
に
関
す
る
条
項
を
保
持

す
る
な
ら
、
諸
外
国
は
日
本
が
ま
た
戦
争
の
た
め
の
軍
備
を
復
旧
す
る
と
考
え
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
草
案
説
明
の
お
よ
そ
一
週
間
前
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
側
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
手
交
し
た
際
に
も
、
草
案
作
成
の
実
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務
責
任
者
で
あ
る
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
民
政
局
長
は
、
こ
の
草
案
が
天
皇
の
安
全
の
た
め
に
必
要
と
力
説
し
て
い
る(14
)。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
さ

ら
に
、
吉
田
の
秘
書
で
外
務
大
臣
公
邸
で
の
会
談
に
も
出
席
し
た
白
洲
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
（
二
月
一
六
日
付
）
の
な
か
で
も
、
そ
の

こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
「
天
皇
が
伝
統
に
基
づ
き
国
民
の
心
の
中
に
占
め
て
い
る
地
位
を
十
分
に
理
解
」
し
て

い
る
。
あ
な
た
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
改
正
草
案
は
急
進
的
だ
と
い
う
。
だ
が
日
本
政
府
が
思
い
切
っ
た
対
応
を
し
な
け
れ
ば
、「
外
部
か
ら
日

本
に
対
し
て
」
さ
ら
に
急
進
的
な
憲
法
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
か
な
り
あ
る
、
そ
う
な
れ
ば
「
お
渡
し
し
た
文
書
［
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草

案
］
で
最
高
司
令
官
が
保
持
で
き
る
よ
う
計
っ
て
お
ら
れ
る
伝
統
と
機
構
さ
え
も
、
洗
い
流
す
」（［

］
内
、
引
用
者
、
以
下
同
じ
）

だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る(15
)。

幣
原
首
相
の
「
国
際
感
覚
」
は
、
そ
う
し
た
危
険
を
深
刻
に
と
ら
え
る
も
の
だ
っ
た
。
幣
原
は
二
月
二
二
日
、
前
日
の
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
説
明
を
閣
議
で
閣
僚
に
伝
え
た
が
、
そ
の
時
の
幣
原
の
様
子
に
つ
い
て
芦
田
均
厚
生
大
臣
は
日
記
に
、

「
総
理
は
頗
る
相
手
［
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
］
の
態
度
に
理
解
あ
る
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
」

と
記
し
て
い
る(16
)。

幣
原
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
政
府
の
憲
法
改
正
案
を
枢
密
院
で
説
明
し
た
際
（
三
月
二
〇
日
）
に
は
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
が
極
東
委
員
会
の
動
向
を
見
て
、
同
委
員
会
の
憲
法
改
正
問
題
へ
の
介
入
を
避
け
る
た
め
に
既
成
事
実
を
作
り
上
げ
よ
う
と

日
本
政
府
に
改
正
案
作
成
を
急
が
せ
た
と
率
直
に
説
明
し
、
そ
の
う
え
で
、
改
正
案
が
で
き
た
こ
と
は
、

「
日
本
ノ
為
ニ
誠
ニ
喜
ブ
ベ
キ
コ
ト
デ
、
若
シ
時
期
ヲ
失
シ
タ
場
合
ニ
ハ
我
ガ
皇
室
ノ
御
安
泰
ノ
上
カ
ラ
モ
極
メ
テ
懼
ル
ベ
キ
モ
ノ

戦後日本と「帝国」再生の条件
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ガ
ア
ツ
タ
ヤ
ウ
ニ
思
ハ
レ
危
機
一
髪
ト
モ
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ツ
タ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
ル
」

と
述
べ
た(17
)。

幣
原
内
閣
で
内
閣
書
記
官
長
を
務
め
た
楢
橋
渡
は
後
に
、
日
本
国
憲
法
を
「
天
皇
制
の
た
め
の
避
雷
針
」
と
評
し
て
い
る(18
)。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
草
案
に
基
づ
く
短
期
間
（
国
会
や
枢
密
院
で
の
審
議
を
含
め
て
公
布
ま
で
九
か
月
）
の
憲
法
改
正
は
、
国
際
社
会
の
危
険
な
暗
雲
か

ら
天
皇
を
守
り
、
天
皇
の
制
度
を
守
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
さ
に
「
危
機
一
髪
」
の
必
要
措
置
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
か
り
や

す
い
た
と
え
で
あ
り
、
た
し
か
に
こ
の
「
避
雷
針
」
は
、
外
部
（
極
東
委
員
会
）
の
「
雷
」
か
ら
天
皇
を
守
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。

だ
が
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
「
避
雷
針
」
を
急
ご
し
ら
え
で
立
て
る
こ
と
に
対
す
る
国
内
か
ら
の
不
満
や
批
判
は

ど
う
す
る
の
か
。
松
本
国
務
相
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
手
交
さ
れ
た
数
日
後
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
対
し
て
、
よ
く
検
討
し
て
み
る
と
自
分

の
案
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
草
案
に
は
最
初
感
じ
た
よ
う
な
大
き
な
違
い
は
な
い
。
だ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
草
案
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
形
式
の
上
で

大
き
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
で
保
守
派
や
中
道
派
を
刺
激
し
、
そ
の
反
発
と
そ
れ
に
と
も
な
う
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
だ
か
ら

「
多
数
ノ
国
民
ニ
呑
マ
セ
難
キ
苦
キ
薬
ヲ
糖
皮
ニ
包
ミ
テ
呑
マ
セ
ン
ト
ス
ル
」
自
分
の
改
正
案
の
方
が
よ
い
、
と
主
張
し
て
い
る(19
)。
た

し
か
に
松
本
が
懸
念
し
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
急
進
的
な
憲
法
改
正
の
中
身
に
対
し
て
保
守
的
な
人
々
の
反
発
が
強
ま
れ
ば
「
避
雷

針
」
の
土
台
は
揺
ら
ぐ(20
)。

こ
の
問
題
は
、
天
皇
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
基
づ
く
憲
法
改
正
に
賛
成
す
る
意
向
を
明
確
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
処
理
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
吉
田
は
、「
象
徴
」
と
い
う
言
葉
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
天
皇
が
幣
原
首
相
に
対
し
「
象
徴
で
い
い
で
は

な
い
か
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
議
論
し
て
い
た
内
閣
が
ま
と
ま
っ
た
と
し
、
憲
法
改
正
を
天
皇
の
「
聖
断
」
に
基
づ
く

も
の
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
の
で
あ
る(21
)。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
基
づ
く
政
府
の
改
正
案
を
公
表
す
る
際
に
は
、
こ
の
改
正
が
天
皇
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の
発
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
勅
語
が
出
さ
れ
た(22
)。

「
朕
曩
ニ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ヲ
受
諾
セ
ル
ニ
伴
ヒ
日
本
国
政
治
ノ
最
終
ノ
形
態
ハ
日
本
国
民
ノ
自
由
ニ
表
明
シ
タ
ル
意
思
ニ
依
リ
決
定

セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
日
本
国
民
ガ
正
義
ノ
自
覚
ニ
依
リ
テ
平
和
ノ
生
活
ヲ
享
有
シ
文
化
ノ
向
上
ヲ
希
求
シ
進
ン
デ
戦
争
ヲ
抛

棄
シ
テ
誼
ヲ
万
邦
ニ
修
ム
ル
ノ
決
意
ナ
ル
ヲ
念
ヒ
乃
チ
国
民
ノ
総
意
ヲ
基
調
ト
シ
人
格
ノ
基
本
的
権
利
ヲ
尊
重
ス
ル
ノ
主
義
ニ
則
リ
憲

法
ニ
根
本
的
ノ
改
定
ヲ
加
ヘ
以
テ
国
家
再
建
ノ
礎
ヲ
定
メ
ム
コ
ト
ヲ
庶
機
フ
政
府
当
局
其
レ
克
ク
朕
ノ
意
ヲ
体
シ
必
ズ
此
ノ
目
的
ヲ
達

成
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
」（
一
九
四
六
年
三
月
六
日
）

こ
う
し
た
勅
語
を
出
す
こ
と
で
、
た
と
え
前
文
に
こ
の
憲
法
は
国
民
が
「
制
定
確
立
シ
」（
勅
語
と
と
も
に
公
表
さ
れ
た
「
帝
国
憲

法
改
正
草
案
要
綱
」
の
文
言
。
日
本
国
憲
法
で
は
「
確
定
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
）
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
憲
法
を
天
皇
の

勅
命
に
よ
っ
て
作
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
憲
法
改
正
が
大
日
本
帝
国
憲
法
の
改
正
手
続(23
)に
反
す
る
と
い
う

批
判
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
政
府
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

吉
田
が
回
顧
録
の
な
か
で
天
皇
の
「
聖
断
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
重
要
性
は
十
分
に
評
価

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
政
府
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
草
案
を
天
皇
に
は
じ
め
て
見
せ
た
の
は
、
閣
議
が
受
け
入
れ

を
決
定
し
た
後
、
一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
の
こ
と
だ
っ
た
、
と
す
る
当
時
の
政
府
関
係
者
（
入
江
俊
郎
法
制
局
次
長
）
の
証
言(24
)が
あ

る
か
ら
だ
ろ
う
。
も
し
そ
の
証
言
通
り
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
聖
断
」
と
い
っ
て
も
、
閣
議
後
に
草
案
を
見
ら
れ
て
か
ら
わ
ず
か
な
時

間
で
の
判
断
で
あ
り
、
じ
っ
く
り
検
討
し
た
う
え
で
の
「
聖
断
」
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
印
象
に
な
る
。

だ
が
実
際
に
は
昭
和
天
皇
は
、
そ
の
閣
議
の
お
よ
そ
一
週
間
前
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
の
説
明
を
受
け
て
い
た
、
と
確
実
に
推
定
で
き
る
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証
拠
が
あ
る
。
入
江
相
政
侍
従
（
当
時
）
の
日
記
で
あ
る
。
そ
の
一
九
四
六
年
二
月
一
四
日
付
の
記
述
を
見
る
と
、
こ
の
日
の
午
前
に
、

幣
原
首
相
が
参
内
し
、
天
皇
に
一
時
間
半
、
拝
謁
し
て
い
る(25
)。
首
相
が
天
皇
に
長
時
間
、
拝
謁
し
た
と
い
う
だ
け
の
記
述
だ
が
、
何
の

た
め
の
拝
謁
だ
っ
た
か
は
明
白
だ
ろ
う
。
そ
の
日
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
、
日
本
政
府
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
手
渡
し
た
日
の
翌
日
に
あ
た
る
か
ら
で

あ
る
。

実
は
幣
原
首
相
は
、
こ
の
日
に
先
立
つ
一
月
二
五
日
、
憲
法
改
正
の
方
向
性
に
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
と
の
三
時
間
に
わ
た
る
会
談
（
二
四
日
）
の
翌
日
に
も
拝
謁
し
て
い
る(26
)。
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
日
の
会

談
で
は
天
皇
と
平
和
主
義
（
戦
争
放
棄
）
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
、
首
相
と
元
帥
の
間
で
天
皇
の
安
全
と
平
和
主
義
が
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ

合
意
」（
五
百
旗
頭
真
）
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る(27
)。
実
際
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
う
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
趣
旨
の
電
報
（
前
述
）
を
本
国
政
府
に
打
電
し
た
の
は
、
ま
さ
に
幣
原
と
の
会
談
の
翌
日
、
幣
原
が
天
皇
に
拝
謁
し
た
日
の

こ
と
だ
っ
た
。

幣
原
は
ま
た
、
二
月
八
日
、
日
本
政
府
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
政
府
の
「
憲
法
改
正
要
綱
」
を
提
出
し
た
日
に
も
天
皇
に
拝
謁
し
て
い
る
。
一

四
日
の
拝
謁
の
目
的
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
関
す
る
説
明
以
外
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
幣
原
は
そ
の
日
の
翌
々
日
（
一
六

日
）
に
も
拝
謁
し
て
い
る(28
)。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
国
憲
法
は
大
日
本
帝
国
憲
法
を
改
正
し
て
作
ら
れ
た
憲
法
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲

法
の
規
定
で
は
、
改
正
の
発
議
は
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
天
皇
を
輔
弼
す
る
立
場
に
あ
る
幣
原
が
、
憲
法

改
正
に
関
す
る
重
大
な
進
展
を
す
ぐ
に
天
皇
に
伝
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

と
く
に
昭
和
天
皇
が
、
憲
法
改
正
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
天
皇
は
二
月
七
日
に
政
府

が
作
成
し
た
「
憲
法
改
正
要
綱
」
に
つ
い
て
責
任
者
の
松
本
烝
治
国
務
大
臣
か
ら
内
奏
を
受
け
た
後
、
九
日
に
松
本
を
呼
び
出
し
、
自
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身
が
考
え
る
憲
法
第
一
条
の
改
正
案(29
)を
示
す
な
ど
さ
れ
て
い
る
。

幣
原
に
と
っ
て
天
皇
に
事
態
を
よ
く
説
明
す
る
こ
と
は
、
改
正
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
と
い
う
点
か
ら
も
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
こ
と

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
幣
原
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
作
っ
た
草
案
を
説
明
す
る
二
月
二
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
、「
頗
る
相

手
［
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
］
の
態
度
に
理
解
あ
る
意
見
」
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
閣
議
に
諮
る
前
に
、
天
皇
に
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
理
解
を
得
る
こ
と
に
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
も
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
受
け
取
っ
て

か
ら
一
週
間
、
何
も
説
明
し
な
い
で
お
い
て
、
二
二
日
の
閣
議
が
終
わ
っ
た
後
に
よ
う
や
く
天
皇
に
す
べ
て
の
経
緯
を
説
明
し
、
裁
可

を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
「
象
徴
で
い
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
返
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
九
五
一
年
三
月
一
〇
日
、
幣
原
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
る
講
和
独
立
を
待
た
ず
に
亡
く
な
っ
た
。
死
の
翌
月
に
出

版
さ
れ
た
回
顧
録
（
第
一
部
は
読
売
新
聞
に
連
載
し
た
回
顧
談
を
ま
と
め
た
も
の
）
に
は
、
戦
争
放
棄
、
軍
備
全
廃
は
自
分
の
発
案
に

よ
る
も
の
と
の
記
述
が
あ
る
。
だ
が
憲
法
制
定
経
緯
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
に
つ
い
て
は
「
回
顧
談
と
し
て
余
り
に
生
々
し
い
」

と
し
て
、
そ
れ
を
避
け
て
い
る(30
)。
そ
の
た
め
幣
原
が
憲
法
改
正
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
最

も
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
の
は
、
憲
法
九
条
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
発
案
か
、
幣
原
の
発
案
か
と
い
う
問
題
で
あ
る(31
)。

そ
の
問
題
は
重
要
だ
が
こ
の
論
文
の
関
心
は
、
そ
の
問
題
も
含
め
て
憲
法
制
定
過
程
に
昭
和
天
皇
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

か
に
あ
る
。
幣
原
も
吉
田
と
同
様
、
吉
田
が
「
聖
断
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
決
定
的
な
役
割
を
天
皇
が
果
た
し
た
、
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

幣
原
平
和
財
団
が
幣
原
の
死
後
に
編
集
発
行
し
た
『
幣
原
喜
重
郎
』（
一
九
五
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
幣
原
は
、
一
九
四
六
年
二
月
二

一
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
つ
い
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
意
向
を
確
か
め
る
た
め
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
談
し
た
後
、
そ
の
足
で
参
内
し
、
天
皇
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に
意
見
を
求
め
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
天
皇
は
敢
然
と
し
て
、

「
最
も
徹
底
的
な
改
革
を
す
る
が
よ
い
。
た
と
へ
天
皇
自
身
か
ら
政
治
的
機
能
の
す
べ
て
を
剥
奪
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
つ
て
も
、

全
面
的
に
支
持
す
る
」

と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
幣
原
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
の
受
け
入
れ
の
是
非
を
決
め
る
翌
日
の
閣
議
に
臨
む
覚
悟
が
で
き
た
の
だ
と
い

う(32
)。
だ
が
『
幣
原
喜
重
郎
』
の
こ
の
下
り
は
関
係
者
の
証
言
に
基
づ
く
も
の
で
、
天
皇
が
仮
に
こ
う
い
う
言
葉
を
述
べ
た
と
し
て
、
そ

れ
が
二
月
二
一
日
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る(33
)。
た
だ
し
、
天
皇
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
と
い
う

の
は
、
幣
原
自
身
が
亡
く
な
る
少
し
前
に
、
自
分
の
秘
書
に
語
っ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

「
僕
は
天
皇
陛
下
は
実
に
偉
い
人
だ
と
今
も
し
み
じ
み
と
思
っ
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
草
案
を
持
っ
て
天
皇
の
ご
意
見
を
伺
い

に
行
っ
た
時
、
実
は
陛
下
に
反
対
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
内
心
不
安
で
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…
し
か
し
心
配
は
無

用
だ
っ
た
。
陛
下
は
言
下
に
、
徹
底
し
た
改
革
案
を
作
れ
、
そ
の
結
果
天
皇
が
ど
う
な
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ
、
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
英
断

で
閣
議
も
納
っ
た
。
終
戦
の
御
前
会
議
の
と
き
も
陛
下
の
御
裁
断
で
日
本
は
救
わ
れ
た
と
言
え
る
が
、
憲
法
も
陛
下
の
一
言
が
決
し
た

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
若
し
あ
の
と
き
天
皇
が
権
力
に
固
執
さ
れ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。
恐
ら
く
今
日
天
皇
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
日
本
人
の
常
識
と
し
て
天
皇
が
戦
争
犯
罪
人
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
は
そ
ん
な
甘

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
の
戦
犯
リ
ス
ト
に
は
冒
頭
に
天
皇
の
名
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
外
し
て
く
れ
た
の
は
元
帥
で

あ
っ
た
。
だ
が
元
帥
の
草
案
に
天
皇
が
反
対
さ
れ
た
な
ら
、
情
勢
は
一
変
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
天
皇
は
己
を
捨
て
て
国
民
を
救
お
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う
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
依
っ
て
天
皇
制
も
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
誠
に
英
明
で
あ
っ
た
。

正
直
に
言
っ
て
憲
法
は
天
皇
と
元
帥
の
聡
明
と
勇
断
に
よ
っ
て
出
来
た
と
言
っ
て
よ
い
。
た
と
え
象
徴
と
は
言
え
、
天
皇
と
元
帥
が

一
致
し
な
か
っ
た
ら
天
皇
制
は
存
続
し
な
か
っ
た
ろ
う
。
危
機
一
髪
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
結
果
に
お
い
て
僕
は
満
足
し
喜
ん
で
い

る(34
)。」一

九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
証
言
で
あ
り
、
幣
原
の
言
葉
を
細
部
ま
で
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
そ
れ
で
も

吉
田
の
い
う
「
聖
断
」
の
実
在
を
傍
証
す
る
証
言
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
天
皇
の
役
割
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
憲
法
公
布
の
前
月
に
行
わ
れ
た
、

天
皇
と
元
帥
の
三
回
目
の
会
見
記
録
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る(35
)。

陛
下
「
今
回
憲
法
が
成
立
し
民
主
的
新
日
本
建
設
の
基
礎
が
確
立
せ
ら
れ
た
事
は
、
喜
び
に
堪
へ
な
い
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
憲
法

成
立
に
際
し
貴
将
軍
に
於
て
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
を
与
え
ら
れ
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」

元
帥
「
陛
下
の
御
陰
に
て
憲
法
は
出
来
上
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
（
微
笑
し
乍
ら
）。
陛
下
な
く
ん
ば
憲
法
も
無
か
っ
た
で
あ
り
ま
せ

う
。」大

日
本
帝
国
憲
法
下
、
天
皇
は
元
首
で
あ
り
、
統
治
権
を
総
攬
す
る
地
位
に
あ
っ
た
。
憲
法
改
正
の
よ
う
な
重
大
事
、
天
皇
自
身
の

地
位
に
か
か
わ
る
重
大
事
に
、
天
皇
の
意
思
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も

な
い
。
も
し
天
皇
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
基
づ
く
憲
法
改
正
に
、
反
対
は
も
ち
ろ
ん
、
不
満
が
あ
っ
て
逡
巡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
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て
い
た
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
か
ら
見
て
、
い
ま
の
よ
う
な
憲
法
へ
の
改
正
が
成
功
し
な
か
っ
た
可
能
性
は
小
さ
く
な
い
。
ま
た
仮

に
成
功
し
て
も
、
も
し
占
領
終
了
後
に
、
実
は
天
皇
は
不
満
だ
っ
た
、
閣
議
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
や
む
を
え
ず
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
、
改
正
憲
法
の
そ
の
後
の
定
着
は
、
難
し
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
つ
い
て
の
天
皇

の
判
断(36
)が
憲
法
改
正
に
占
め
た
意
義
は
強
調
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
改
正
さ
れ
た
憲
法
第
一
条
と
第
九
条
が
、
天
皇
と
天
皇
の
制
度
の
安
全
に
と
っ
て
「
避
雷
針
」
の
役
割
を
果
た
し
、「
帝
国
」

の
存
続
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
そ
う
だ
と
し
て
、「
帝
国
」
再
生
全
体
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
の
条
文
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
こ
こ
ま
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
を
、
憲
法
改
正
の
過
程
は
「
渉
外
的
」
だ
っ
た
と
い
う
吉
田
の
回
想
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
論
文
で

扱
う
他
の
二
つ
の
条
約
、
つ
ま
り
平
和
条
約
、
安
保
条
約
と
同
様
、
あ
た
か
も
条
約
の
草
案
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
ら
え
て
き
た
が
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
に
基
づ
い
て
で
き
あ
が
っ
た
法
は
も
ち
ろ
ん
条
約
で
は
な
く
憲
法
で
あ
る
。
そ
の
改
正
も
解
釈
の
変
更
も
日
本
国
民
の
意

思
だ
け
で
で
き
る(37
)。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
第
九
条
の
よ
う
に
「
戦
力
不
保
持
」
を
明
記
し
て
「
帝
国
」
の
安
全
に
問
題
を
引
き
起

こ
す
よ
う
な
条
文
が
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
解
釈
を
基
に
、
自
衛
の
た
め
の
実
力
組
織
で
あ
る
自
衛
隊
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で

あ
る(38
)。

そ
の
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
た
う
え
で
、
第
九
条
か
ら
先
に
い
え
ば
、
こ
の
条
文
と
そ
の
政
府
解
釈
は
、「
帝
国
」
の
安
全
を
国
際
協

力
に
よ
っ
て
し
か
全
う
で
き
な
い
こ
と
を
確
実
に
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
米
国
と
の
協
力
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
帝
国
」
の
独
立
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
第
三
章
で
検
討
す
る
。
ま
た
こ
の
第
九
条
は
「
帝
国
」
の
独
立
の
条
件

を
決
め
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
懲
罰
的
な
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
次

章
で
検
討
す
る
。
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憲
法
第
九
条
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
帝
国
」
は
独
立
後
、
自
衛
の
た
め
の
実
力
組
織
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
第
九
条
に
う
た
う
戦

争
放
棄
は
こ
の
「
帝
国
」
の
性
格
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
だ
が
戦
力
放
棄
の
方
は
す
で
に
占
領
中
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
警
察
予
備

隊
が
創
ら
れ
た
時
か
ら
継
続
が
怪
し
く
な
っ
た
。
警
察
予
備
隊
は
占
領
終
了
後
、
保
安
隊
、
そ
し
て
自
衛
隊
に
発
展
し
、
再
軍
備
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
帝
国
」
の
安
全
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
望
ま
し
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
憲
法
九
条
を
持
ち

な
が
ら
再
軍
備
を
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
世
論
は
割
れ
た
。
こ
の
世
論
の
分
裂
は
、
安
全
保
障
の
問
題
を
法
律
論
だ
け
で
論
じ
て

し
ま
う
よ
う
な
風
潮
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
帝
国
」
の
安
全
保
障
政
策
の
健
全
な
発
展
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
、
か
な
り
の

障
害
と
な
っ
た
。

憲
法
第
一
条
の
方
は
「
避
雷
針
」
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
後
、
わ
が
国
の
歴
史
文
化
と
民
主
主
義
を
調
和
さ
せ
る
条
文
と
し
て
、

ま
さ
に
戦
後
民
主
主
義
の
大
黒
柱
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
九
条
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
世
論
が
分
裂

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

幣
原
は
枢
密
院
で
政
府
の
憲
法
草
案
を
説
明
し
た
際
に
、
こ
の
第
一
条
が
、
天
皇
を
世
襲
の
威
光
だ
け
で
な
く
、「
国
民
至
高
ノ
総

意
」
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
の
で
「
皇
位
ノ
淵
源
は
之
ニ
依
リ
一
層
深
ク
其
ノ
基
礎
ハ
一
層
確
イ
」
も
の
と
な
っ
た
。
国
民
が
天
皇
を

奉
戴
す
る
点
に
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
「
皇
室
ノ
御
安
泰
ハ
永
久
ニ
保
持
サ
ル
ル
」
も
の
と
な
っ
た
と
の
確
信
を
表
明
し
て
い
る(39
)。

た
だ
、
国
会
に
お
け
る
憲
法
改
正
審
議
で
は
、
こ
の
憲
法
第
一
条
が
「
国
体
」
を
変
え
る
も
の
か
ど
う
か
が
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
。

こ
の
点
、
政
府
は
、
国
家
の
「
政
体
」
と
し
て
の
「
国
体
」
は
変
わ
る
が
、
国
家
の
「
根
本
特
色
」
と
し
て
の
「
国
体
」
は
変
わ
ら
な

い
と
い
う
説
明
で
議
論
を
乗
り
切
っ
て
い
る(40
)。
こ
の
「
根
本
特
色
」
は
、
天
皇
を
国
民
の
「
憧
れ
の
中
心
（
center
ofdevotion）」

に
す
る
も
の
、
と
の
説
明
も
行
っ
た(41
)。

天
皇
は
日
本
国
と
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る
と
い
う
第
一
条
は
、
日
本
国
民
が
精
神
的
に
は
、
普
遍
的
な
価
値
と
い
う
よ
り
、

戦後日本と「帝国」再生の条件
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天
皇
と
い
う
歴
史
文
化
的
に
個
別
特
殊
な
存
在
に
よ
っ
て
ま
と
ま
る
こ
と
を
示
す
、
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ

の
第
一
条
は
、
戦
後
の
日
本
が
他
民
族
支
配
を
そ
の
性
格
と
す
る
よ
う
な
帝
国
に
は
適
さ
な
い
国
家
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
す
る

条
文
と
も
い
え
る
。

日
本
国
憲
法
の
第
一
条
は
「
帝
国
」
の
「
政
体
」
を
民
主
化
す
る
の
に
役
立
っ
た
が
、
そ
れ
は
天
皇
が
実
際
の
政
治
権
能
を
持
た
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
の
第
一
条
（
お
よ
び
第
四
条
）
が
、
内
閣
総
理
大
臣
を
民
選
の
国
会
議
員
の
な
か
か
ら
国
会
議
員
が
選
ぶ
と

す
る
規
定
（
第
六
七
条
）
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
議
院
内
閣
制
の
確
立
を
助
け
た
か
ら
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
は
、
議
会
制
度
を

導
入
し
、
議
会
に
予
算
の
審
議
権
を
与
え
る
な
ど
、
で
き
た
当
時
（
一
八
八
九
年
公
布
、
九
〇
年
施
行
）
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
民

主
主
義
的
で
先
進
的
な
憲
法
だ
っ
た
。

し
か
し
行
政
の
責
任
を
負
う
べ
き
内
閣
総
理
大
臣
は
天
皇
が
任
命
す
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に
し
て
任
命
さ
れ
る
か
が
明
確
で
な
い

（
実
際
に
は
元
老
の
推
薦
な
ど
で
任
命
）
な
ど
、
大
石
眞
京
都
大
学
名
誉
教
授
が
い
う
よ
う
に
、
制
度
的
に
は
、「
で
き
る
だ
け
議
院

内
閣
制
の
芽
を
摘
む
よ
う
な
形
で
構
想
し
、
確
定
さ
れ
た
」
も
の
だ
っ
た(42
)。
そ
の
こ
と
が
大
日
本
帝
国
を
崩
壊
に
導
く
大
き
な
要
因
の

一
つ
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
吉
田
は
衆
議
院
で
の
審
議
（
一
九
四
六
年
六
月
二
五
日
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(43
)。

「
現
行
憲
法
［
大
日
本
帝
国
憲
法
］
に
お
け
る
如
く
広
汎
な
る
［
天
皇
の
］
大
権
事
項
を
規
定
す
る
に
お
い
て
は
、
却
っ
て
政
府
そ

の
他
の
権
力
者
が
時
に
誤
っ
た
理
念
に
侵
さ
れ
て
、
天
皇
の
御
名
に
隠
れ
、
民
意
を
歪
曲
し
、
国
政
を
専
断
し
、
や
や
も
す
れ
ば
無
謀

な
る
政
策
を
施
行
せ
ん
と
し
て
、
逆
に
国
家
国
民
を
破
滅
に
導
き
、
累
の
及
ぶ
所
予
断
を
許
さ
ざ
る
事
態
に
立
至
る
虞
あ
る
こ
と
を
免

れ
ま
せ
ぬ
。
改
正
案
に
お
き
ま
し
て
は
、
天
皇
は
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
依
り
一
定
の
国
務
の
み
を
行
わ
せ
ら
る
る
こ
と
と
致
し
て
お

る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
形
態
は
正
に
民
主
主
義
国
政
の
常
道
を
踏
む
も
の
で
あ
る
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
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大
日
本
帝
国
憲
法
の
天
皇
に
関
す
る
規
定
を
変
え
る
こ
と
は
、
米
国
に
い
わ
れ
な
く
て
も
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
天
皇
の
安
全
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
皇
族
を
含
む
一
部
の
人
々
の
な
か
に
は
、
天
皇
が
大
戦

の
道
義
的
責
任
を
と
っ
て
退
位
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
も
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
昭
和
天
皇
が
側
近
に
語
っ
た
よ
う
に(44
)、
誰
が
皇
位

を
継
承
す
る
の
か
と
い
う
点
で
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
し
、
道
義
的
責
任
と
い
う
も
の
は
そ
の
と
り
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
望
む
こ
と
で
も
な
か
っ
た
し
、
何
よ
り
、
も
し
天
皇
が
戦
争
責
任
を
と
る
か
た
ち
で
退
位
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
国
民

の
な
か
か
ら
強
い
反
発
と
戸
惑
い
が
出
て
、
戦
後
日
本
再
生
の
道
筋
は
不
明
瞭
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
憲
法
改
正
と
同
時
に

皇
室
典
範
も
新
し
く
な
っ
た
が
、
旧
皇
室
典
範
同
様
、
そ
こ
に
は
退
位
の
規
定
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
も
し

退
位
と
な
れ
ば
、
で
き
た
ば
か
り
の
改
正
憲
法
の
定
着
に
も
影
響
す
る
重
大
な
政
治
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

(⚔
)
英
文
は
、
T
he
Em
peror
shallbe
the
sym
bolofthe
State
and
ofthe
unity
ofthe
people,deriving
his
position
from
the

w
ill
of
the
people
w
ith
w
hom
resides
sovereign
pow
er.

(⚕
)
英
文
は
、
A
spiring
sincerely
to
an
international
peace
based
on
justice
and
order,
the
Japanese
people
forever

renounce
w
ar
as
a
sovereign
rightofthe
nation
and
the
threator
use
offorce
as
m
eans
ofsettling
internationaldisputes.

In
order
to
accom
plish
the
aim
ofthe
preceding
paragraph,land,sea,and
air
forces,as
w
ellas
other
w
ar
potential,w
ill

never
be
m
aintained.T
he
right
of
belligerency
of
the
state
w
ill
not
be
recognized.

(⚖
)
芦
田
均
『
芦
田
日
記
・
第
一
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
七
九
頁
。

(⚗
)
吉
田
茂
『
回
想
十
年
（
上
）』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
三
五
四
頁
。

(⚘
)
大
嶽
秀
夫
編
『
戦
後
日
本
防
衛
問
題
資
料
集
・
第
一
巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
一
年
）
六
〇
頁
。
こ
の
「
統
治
体
制
の
改
革
」
は
い
わ

ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
三
原
則
と
と
も
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
作
成
の
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
。
こ
の
文
書
は
天
皇
制
の
存
続
は
日
本
国
民
の
意
思
に
任

せ
る
べ
き
だ
が
現
在
の
形
態
の
ま
ま
で
は
政
治
体
制
改
革
の
目
的
に
合
致
し
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
軍
に
つ
い
て
は
政
府
の
文
官
部
門
が
軍

部
に
優
越
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
。
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(⚙
)
憲
法
制
定
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
達
夫
『
日
本
国
憲
法
誕
生
記
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

(10
)
吉
田
、
前
掲
書
、
三
五
四
―
五
頁
。

(11
)
大
嶽
秀
夫
編
・
解
説
『
戦
後
日
本
防
衛
問
題
資
料
集
・
第
一
巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
一
年
、
以
下
、
大
嶽
編
『
資
料
集
』）
一
三
八
頁
。

(12
)
山
極
晃
、
中
村
政
則
編
『
資
料
日
本
占
領
⚑

天
皇
制
』（
大
月
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
四
六
三
―
四
頁
。
電
報
の
原
文
は
、
国
立
国
家

図
書
館
・
電
子
展
示
会
「
日
本
国
憲
法
の
誕
生
」
http://w
w
w
.ndl.go.jp/constitution/shiryo/03/064/064_001l.htm
l

(13
)
芦
田
、
前
掲
書
、
七
八
―
七
九
頁
。

(14
)
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
ま
と
め
た
当
日
の
記
録
の
翻
訳
は
、
大
嶽
編
『
資
料
集
』
七
五
―
七
九
頁
。

(15
)
江
藤
淳
・
責
任
編
集
『
占
領
史
録
・
第
⚓
巻
（
憲
法
制
定
経
過
）』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）
二
二
五
―
六
頁
。
こ
の
書
簡
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

草
案
は
あ
ま
り
に
も
急
進
的
で
あ
る
の
で
漸
進
的
に
進
め
た
い
と
す
る
松
本
烝
治
ら
日
本
側
の
反
応
を
伝
え
る
白
洲
の
書
簡
に
対
す
る
返
信
と

し
て
出
さ
れ
た
。

(16
)
芦
田
、
前
掲
書
、
七
九
頁
。

(17
)
大
嶽
編
『
資
料
集
』、
一
〇
六
頁
。

(18
)
佐
藤
達
夫
、
前
掲
書
、
七
八
頁
。
楢
橋
渡
『
激
流
に
棹
さ
し
て
・
わ
が
告
白
』（
翼
書
院
、
一
九
六
八
年
）
九
八
―
九
頁
。
楢
橋
は
そ
れ

を
「
救
助
艇
」
と
も
評
し
て
い
る
。「
な
ぜ
總
司
令
部
が
自
分
の
案
を
押
し
つ
け
て
き
た
か
。
私
の
考
へ
で
は
、
極
東
委
員
会
な
ど
を
中
心
と

す
る
國
際
情
勢
が
天
皇
制
を
や
め
て
日
本
を
共
和
国
に
し
、
共
和
主
義
的
な
憲
法
を
作
く
る
と
い
う
機
運
が
強
く
な
つ
て
き
た
た
め
で
は
な
い

か
と
思
ふ
」「
と
に
か
く
あ
の
憲
法
は
、
當
時
の
國
際
的
要
求
［
天
皇
制
の
廃
止
］
を
か
ら
う
じ
て
く
ひ
と
め
得
た
一
種
の
救
助
艇
の
よ
う
な

も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
」
幣
原
平
和
財
団
『
幣
原
喜
重
郎
』（
幣
原
平
和
財
団
、
一
九
五
五
年
）
六
七
八
―
九
頁
。

(19
)
「
憲
法
改
正
説
明
補
充
」（
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
送
付
）、
江
藤
、
前
掲
書
、
二
〇
四
―
一
〇
頁
、
引
用
部
分
は

二
〇
七
頁
。

(20
)
一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
の
閣
議
で
松
本
国
務
相
は
「
独
乙
、
南
米
等
の
前
例
に
見
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
外
よ
り
押
つ
け
た
憲
法
は
所

詮
遵
守
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
に
非
ず
、
混
乱
と
Facism
の
弄
ぶ
と
こ
ろ
と
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
芦
田
、
前
掲
書
、
八
〇
頁
。

(21
)
吉
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
憲
法
改
正
に
関
連
し
て
「
こ
の
間
、
閣
議
で
一
番
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
天
皇
の
地
位
を
表
現
す
る

象
徴
と
い
う
字
句
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
閣
僚
間
に
議
論
百
出
の
有
様
で
あ
っ
た
が
、
幣
原
総
理
が
陛
下
に
拝
謁
し
て
、
憲
法
改
正
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に
関
す
る
総
司
令
部
と
の
折
衝
顚
末
を
委
曲
奏
上
し
、
陛
下
の
ご
意
向
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
陛
下
親
ら
『
象
徴
で
い
い
で
は
な
い
か
』
と
仰
せ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
報
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
閣
僚
一
同
こ
の
象
徴
と
い
う
字
句
を
了
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
故
に
、
こ
れ
は
全
く

聖
断
に
よ
っ
て
、
決
つ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。」
吉
田
茂
、
前
掲
書
、
三
五
六
―
七
頁
。

(22
)
大
嶽
編
『
資
料
集
』、
一
〇
一
頁
。

(23
)
大
日
本
帝
国
憲
法
第
七
三
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
将
来
此
ノ
憲
法
ノ
条
項
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
勅
命
ヲ
以
テ
議
案

ヲ
帝
国
議
会
ノ
議
ニ
付
ス
ヘ
シ

⚒

此
ノ
場
合
ニ
於
テ
両
議
院
ハ
各
々
其
ノ
総
員
三
分
ノ
ニ
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
議
事
ヲ
開
ク
コ
ト

ヲ
得
ス
出
席
議
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
多
数
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
改
正
ノ
議
決
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」

(24
)
首
相
は
「
こ
の
よ
う
な
案
［
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
］
の
来
た
こ
と
も
、
い
よ
い
よ
こ
の
案
の
線
で
行
く
と
い
う
こ
と
に
閣
議
が
決
意
し
た
二
月
二

二
日
に
は
じ
め
て
申
し
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
月
二
一
日
に
幣
原
総
理
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
い
、
そ
の
翌
日
閣
議
決
定
を
し
て
、
こ
の
案

で
行
く
と
い
う
こ
と
に
決
め
て
、
そ
れ
か
ら
同
日
天
皇
に
拝
謁
し
て
、
こ
と
の
経
過
を
奏
上
し
た
」
高
柳
賢
三
他
編
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過

程
・
Ⅱ
解
説
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）、
九
七
頁
。

(25
)
天
皇
の
侍
従
（
後
に
侍
従
長
）
だ
っ
た
入
江
相
政
の
日
記
（
一
九
四
六
年
二
月
一
四
日
付
）
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。「
二
月
十

四
日
（
木
）

晴

暖

六
、
〇
〇

〇
、
三
〇

い
い
気
持
ち
で
起
き
る
。
歩
い
て
出
勤
。
今
日
は
あ
た
た
か
い
。
入
浴
。
十
時
よ
り
松
本

俊
一
氏
の
進
講
、
十
一
時
よ
り
零
時
半
ま
で
幣
原
首
相
拝
謁
。
御
文
庫
に
御
供
し
て
行
く
。」
朝
日
新
聞
社
編
／
入
江
為
年
監
修
『
入
江
相
政

日
記

第
三
巻
』（
朝
日
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
六
八
頁
。

(26
)
『
昭
和
天
皇
実
録
』
は
、「
午
後
三
時
二
十
五
分
、
表
拝
謁
ノ
間
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
幣
原
喜
重
郎
に
謁
を
賜
い
、
奏
上
を
受
け
ら
れ

る
。
幣
原
は
、
前
日
聯
合
国
最
高
司
令
官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
会
見
し
、
天
皇
制
維
持
の
必
要
、
及
び
戦
争
放
棄
等
に
つ
き
懇
談
を

行
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
宮
内
庁
『
昭
和
天
皇
実
録
・
第
十
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
七
年
）
二
三
頁
。

(27
)
五
百
旗
頭
真
『
占
領
期
―
―
首
相
た
ち
の
新
日
本
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
二
〇
一
頁
。
二
〇
〇
―
二
頁
も
参
照
。

(28
)
『
昭
和
天
皇
実
録
・
第
十
』
四
一
頁
。

(29
)
侍
従
次
長
で
あ
っ
た
木
下
道
雄
の
日
誌
は
天
皇
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
二
月
一
二
日
）。

「
憲
法
第
一
条
乃
至
第
四
条
に
つ
い
て
、
第
一
条
と
第
四
条
と
を
合
併
し
、
大
日
本
帝
国
は
万
世
一
系
の
天
皇
、
此
の
憲
法
の
条
章
に
よ
り

統
治
す
と
し
、
統
治
権
の
字
を
除
き
て
は
如
何
と
松
本
に
話
し
置
き
た
り
。
天
皇
が
統
治
す
と
云
え
ば
権
の
字
を
特
に
用
う
る
必
要
な
き
に
あ

戦後日本と「帝国」再生の条件
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ら
ず
や
、
と
。
こ
の
こ
と
は
閣
議
の
議
に
は
出
で
ざ
り
し
議
論
な
り
と
松
本
は
云
え
り
。
そ
も
そ
も
第
四
条
は
外
国
憲
法
の
翻
訳
な
り
と
思
う

と
。」木

下
道
雄
『
側
近
日
誌
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
〇
年
）、
一
四
五
頁
、
一
四
〇
―
六
頁
（
二
月
七
日
か
ら
一
二
日
付
の
日
誌
）
も
参
照
。

な
お
天
皇
は
松
本
か
ら
政
府
の
改
正
案
（「
憲
法
改
正
要
綱
」）
を
説
明
さ
れ
た
二
月
七
日
の
時
点
で
は
、
憲
法
改
正
は
急
が
な
く
て
も
改
正

の
意
思
を
表
示
し
て
お
け
ば
よ
く
、
改
正
案
は
慎
重
に
議
論
す
べ
き
、
と
い
う
考
え
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
松
本
案
に
よ
る
憲

法
改
正
が
憲
法
の
部
分
改
正
に
と
ど
ま
り
そ
う
な
こ
と
に
疑
問
を
持
た
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
木
下
侍
従
次
長
は
天
皇
の
話
を
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

「
松
本
は
自
己
の
在
任
中
に
憲
法
改
正
を
終
了
し
た
き
意
思
の
如
し
。
こ
れ
は
幣
原
に
も
云
お
う
と
思
う
が
、
左
程
急
が
ず
と
も
改
正
の
意

思
を
示
し
置
け
ば
足
る
こ
と
に
て
、
改
正
案
は
慎
重
に
論
議
を
な
さ
し
む
べ
き
な
り
。
松
本
の
考
え
に
て
は
現
行
憲
法
中
、
手
を
触
れ
ざ
る
点
、

則
ち
、
現
行
の
ま
ま
と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
論
議
が
出
た
と
き
は
、
議
会
に
其
の
権
能
な
し
と
し
て
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
考
え
な
り
と
。

こ
れ
は
如
何
な
も
の
な
り
や
。」

こ
の
「
如
何
な
も
の
な
り
や
」
と
い
う
天
皇
の
疑
問
に
対
し
て
木
下
は
、「
こ
の
点
は
重
大
な
り
。
憲
法
中
改
正
か
、
憲
法
の
改
正
か
、
二

者
何
れ
な
り
や
の
議
論
必
ず
出
ず
べ
し
。
む
し
ろ
憲
法
改
正
さ
れ
て
は
如
何
」
と
答
え
た
。
同
書
、
一
四
五
頁
。

(30
)
幣
原
喜
重
郎
『
外
交
五
十
年
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
二
二
二
頁
。

(31
)
こ
れ
に
つ
い
て
通
説
は
、
一
月
二
四
日
の
幣
原
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
談
で
、
天
皇
の
安
全
を
心
配
す
る
「
幣
原
が
政
府
の
方
針
と
し
て
不

戦
を
語
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
憲
法
条
文
化
し
た
」
と
の
解
釈
で
あ
る
。
五
百
旗
頭
、
前
掲
書
、
二
〇
一
頁
。
当
時
の
多
く
の
関
係
者
（
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
部
員
を
含
む
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
踏
ま
え
て
憲
法
九
条
と
そ
の
制
定
過
程
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
西
修
氏
は
、
は
っ
き
り
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
発
案
説
を
と
っ
て
い
る
。
西
修
『
証
言
で
つ
づ
る
日
本
国
憲
法
の
成
立
経
緯
』（
海
竜
社
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
九
―
九
一
頁
。

(32
)
幣
原
平
和
財
団
『
幣
原
喜
重
郎
』（
幣
原
平
和
財
団
、
一
九
五
五
年
）
六
四
五
頁
。

(33
)
天
皇
が
そ
う
い
う
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
翌
二
二
日
の
閣
議
後
の
こ
と
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
高
柳
賢
三
他
編
『
日
本
国
憲
法
制
定

の
過
程
Ⅱ

解
説
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
九
五
頁
。
た
だ
『
幣
原
喜
重
郎
』
は
幣
原
が
参
内
に
あ
た
っ
て
吉
田
、
楢
橋
を
帯
同
し
た
と

し
て
い
る
の
だ
が
、
二
二
日
だ
と
、
吉
田
は
幣
原
参
内
時
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
出
か
け
て
お
り
、
楢
橋
も
、
二
二
日
の
自
分
自
身
の
参
内
を
否
定
す
る

証
言
を
し
て
い
る
。
高
柳
他
編
、
九
六
頁
。
と
は
い
え
、
二
一
日
に
幣
原
が
参
内
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
記
録
も
な
い
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
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検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(34
)
幣
原
の
秘
書
（
後
、
衆
議
院
議
員
、
岐
阜
県
知
事
）
だ
っ
た
平
野
三
郎
の
証
言
。「
幣
原
先
生
か
ら
聴
取
し
た
戦
争
放
棄
条
項
等
の
生
ま

れ
た
事
情
に
つ
い
て
―
平
野
三
郎
氏
記
―
」
憲
法
調
査
会
事
務
局
（
一
九
六
四
年
）「
憲
法
調
査
会
資
料
」
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
。

こ
の
証
言
は
、
鉄
筆
編
『
日
本
国
憲
法
―
⚙
条
に
込
め
ら
れ
た
魂
』（
鉄
筆
、
二
〇
一
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
引
用
部
分
は
、
同
書
、

一
四
七
―
八
頁
。

(35
)
「
第
三
回
天
皇
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
第
三
回
会
見
記
録
」（
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
六
日
）、
山
極
、
中
村
編
、
前
掲
書
、
五
七
二
頁
。

(36
)
む
ろ
ん
天
皇
は
国
体
を
守
る
た
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
の
受
け
入
れ
を
決
断
し
た
の
で
あ
り
、
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
事
実
上
無

か
っ
た
と
も
い
え
る
。
た
だ
、
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
木
下

侍
従
次
長
の
一
九
四
六
年
三
月
六
日
の
日
誌
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
憲
法
改
正
に
関
し
、
次
の
よ
う
な
木
下
の
考
え
に
同
調
さ
れ
た
と
い
う
。

「
此
の
度
の
改
正
は
文
章
上
よ
り
見
れ
ば
頗
る
面
白
か
ら
ぬ
も
、
従
来
天
皇
の
大
権
と
威
厳
を
も
っ
て
規
定
し
あ
れ
ど
、
事
実
は
［
陛
下
が
］

不
本
意
な
が
ら
裁
可
を
な
さ
る
る
場
合
も
あ
り
、
裁
可
な
く
拒
否
さ
る
る
は
田
中
内
閣
倒
壊
の
時
の
如
き
（
重
心
ブ
ロ
ッ
ク
攻
撃
の
火
の
手
を

挙
げ
し
め
た
―
―
陛
下
は
こ
れ
を
お
自
身
の
失
敗
な
り
き
と
申
さ
る
）。
む
し
ろ
か
か
る
虚
器
を
捨
て
ら
れ
て
、
か
え
っ
て
政
治
家
及
び
国
民

の
精
神
の
指
導
に
自
由
の
天
地
を
得
ら
る
る
こ
と
を
好
ま
し
く
考
え
る
」
木
下
、
前
掲
書
、
一
六
四
―
五
頁
。
な
お
天
皇
は
も
ち
ろ
ん
、
第
一

条
と
と
も
に
第
九
条
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
本
文
で
引
用
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
第
三
回
目
の
会
見
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
戦
争
放
棄
の
大
理
想
を
掲
げ
た
新
憲
法
に
日
本
は
何
処
迄
も
忠
実
で
あ
り
ま
せ
う
。
世
界
の
国
際
情
勢
を
注
視
し
ま
す
と
、
こ
の
理
想
よ
り

は
未
だ
に
遠
い
様
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
国
際
情
勢
の
下
に
、
戦
争
放
棄
を
決
意
実
行
す
る
日
本
が
危
険
に
さ
ら
さ
せマ

マ

る
事
の
な
い
様
な
世
界
の

到
来
を
、
一
日
も
早
く
見
ら
れ
る
様
に
念
願
せ
ず
に
居
ら
れ
ま
せ
ん
」。
昨
年
（
二
〇
一
九
年
）
八
月
、
初
代
宮
内
庁
長
官
を
務
め
た
田
島
道

治
の
日
記
、『
拝
謁
記
』
の
一
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
天
皇
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
は
再
軍
備
の
必
要
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
吉
田
茂
首
相
に
伝
え
て
よ
い
か
ど
う
か
と
田
島
に
相
談
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
田
島
の
反
対
も
あ

り
、
結
局
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
一
九
五
二
年
二
月
二
六
日
の
『
拝
謁
記
』
は
天
皇
が
、「
軍
備
と
い
つ
て
も
国
と
し
て
独
立
す
る

以
上
必
要
で
あ
る
軍
閥
が
わ
る
い
の
だ
。
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
は
何
で
も
軍
人
ハ
全
部
軍
閥
だ
と
い
ふ
様
な
考
へ
で
ア
ヽ
い
ふ
憲
法
を
作
ら
せ
る

や
う
に
す
る
し
」
と
述
べ
ら
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
https://w
w
w
3.nhk.or.jp/new
s/special/em
peror-show
a/articles/diary-

arm
am
ents-01.htm
l
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(37
)
吉
田
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
か
ら
「
と
に
か
く
一
応
実
施
し
て
成
績
を
見
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。
日
本
側
諸
君
は
旧
憲
法
の
頭
で
考
え
る
か
ら
、

と
か
く
異
存
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
実
施
し
て
み
れ
ば
、
案
外
う
ま
く
ゆ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
や
っ
て
み
て
、
ど
う
し
て
も
不
都
合

だ
と
い
う
な
ら
ば
、
適
当
の
時
期
に
再
検
討
し
、
必
要
な
ら
ば
改
め
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
吉
田
、

前
掲
書
、
三
七
七
頁
。

(38
)
ま
た
吉
田
は
、
講
和
独
立
後
、
天
皇
の
国
事
行
為
を
定
め
た
憲
法
七
条
を
使
っ
て
衆
議
院
の
解
散
（
い
わ
ゆ
る
七
条
解
散
）
に
踏
み
切
っ

た
が
、
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
、
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
憲
法
解
釈
に
難
色
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
吉
田
、

前
掲
書
、
三
八
八
―
九
頁
を
参
照
。
も
ち
ろ
ん
、
解
釈
で
は
な
く
、
条
文
を
改
め
る
と
な
る
と
、
日
本
国
憲
法
は
そ
の
改
正
規
定
（
九
六
条
）

が
、
た
と
え
ば
国
民
投
票
が
必
要
と
い
う
よ
う
に
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
そ
れ
（
七
三
条
）
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
側
が
い
っ
た
（
前
注
参
照
）
よ
う
に
、「
必
要
な
ら
ば
改
め
れ
ば
よ
い
」
と
は
簡
単
に
い
か
な
い
憲
法
に
な
っ
て
い
る
。

(39
)
大
嶽
編
『
資
料
集
』、
一
〇
五
頁
。
後
に
文
言
が
現
行
憲
法
第
一
条
の
よ
う
に
な
る
が
、
一
九
四
六
年
三
月
六
日
に
公
表
さ
れ
た
帝
国
憲

法
改
正
草
案
要
綱
は
、
第
一
条
を
「
天
皇
ハ
日
本
国
民
至
高
ノ
総
意
ニ
基
キ
日
本
国
及
其
ノ
国
民
統
合
ノ
象
徴
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
と
い
う
表
現

に
し
て
い
た
。
大
嶽
編
『
資
料
集
』、
八
九
―
九
〇
頁
。

(40
)
佐
藤
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
。

(41
)
金
森
徳
次
郎
国
務
大
臣
、
一
九
四
六
年
六
月
二
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
答
弁
。
金
森
は
こ
の
日
の
答
弁
の
な
か
で
「
水
は
流
れ
て
も
川
は

流
れ
な
い
」
と
い
う
有
名
な
た
と
え
を
使
っ
て
「
政
体
」
は
変
わ
っ
て
も
「
国
体
」
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
説
明
し
た
。
天
皇
と
「
国
体
」
に

関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
金
森
六
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
、
前
掲
書
、
一
二
〇
―
一
頁
。

(42
)
大
石
眞
『
日
本
憲
法
史
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
二
四
一
頁
。

(43
)
吉
田
、
前
掲
書
、
三
六
四
頁
。

(44
)
木
下
、
前
掲
書
、
一
六
五
頁
。

第
二
章

平
和
条
約
と
「
帝
国
」
の
独
立

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
日
本
が
連
合
国
四
八
か
国
と
の
間
に
結
ん
だ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
発
効
し
た
。
日
本
は
六
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年
八
か
月
の
長
き
に
渡
っ
て
続
い
た
連
合
国
の
占
領
を
脱
し
、
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
。「
帝
国
」
は
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
講
和
独

立
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
（
対
日
平
和
条
約
）
の
締
結
（
一
九
五
一
年
九
月
八
日
）
は
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
降
伏
条
項

を
実
施
し
た
こ
と
を
、
米
英
を
中
心
と
す
る
連
合
国
が
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
平
和
条
約
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

と
は
違
い
、
勝
者
が
敗
者
に
押
し
つ
け
た
文
書
と
い
っ
た
色
合
い
が
薄
い
「
和
解
と
信
頼
」（
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ダ
レ
ス
）
の
条
約
に

な
っ
た
。
吉
田
茂
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
か
ら
帰
国
す
る
前
日
、
同
行
し
た
外
務
省
の
部
下
（
吉
田
は
当
時
、
首
相
と
外
相

を
兼
任
）
に
向
か
っ
て
「
国
の
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
を
そ
こ
な
わ
ぬ
」
平
和
条
約
を
得
た
と
い
っ
て
、
喜
ん
だ
と
い
う(45
)。

平
和
条
約
は
前
文
に
、
平
和
条
約
を
結
ぶ
理
由
を
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
連
合
国
及
び
日
本
国
は
、
両
者
の
関
係
が
、
今
後
、
共
通
の
福
祉
を
増
進
し
且
つ
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
主

権
を
有
す
る
対
等
の
も
の
と
し
て
友
好
的
な
連
携
の
下
に
協
力
す
る
国
家
の
間
の
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
決
意
し
、
よ
つ

て
、
両
者
の
間
の
戦
争
状
態
の
存
在
の
結
果
と
し
て
今
な
お
未
決
で
あ
る
問
題
を
解
決
す
る
平
和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
希
望
す

る(46
)」平

和
条
約
に
は
、
戦
争
責
任
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
か
っ
た
。
条
約
本
文
は
も
ち
ろ
ん
、
吉
田
の
条
約
受
諾
演
説(47
)に
も
そ
れ
に
関
す

る
言
葉
や
謝
罪
の
言
葉
は
な
い(48
)。
日
本
に
対
す
る
軍
備
制
限
も
な
い
。
た
し
か
に
日
本
は
領
土
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
い
、
賠
償
は
、

日
本
と
日
本
人
が
海
外
に
有
し
て
い
た
在
外
資
産
の
没
収
や
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
賠
償
な
ど
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た(49
)。
だ

が
そ
れ
は
戦
後
日
本
の
復
興
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
賠
償
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
一
四
条
の
（
ａ
）
項
は

戦後日本と「帝国」再生の条件
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次
の
よ
う
に
い
う
。

「
日
本
国
は
、
戦
争
中
に
生
じ
さ
せ
た
損
害
及
び
苦
痛
に
対
し
て
、
連
合
国
に
賠
償
を
支
払
う
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ま
た
、
存
立
可
能
な
経
済
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
日
本
国
の
資
源
は
、
日
本
国
が
す
べ
て
の
前
記
の
損
害
又
は
苦
痛
に
対
し

て
完
全
な
賠
償
を
行
い
且
つ
同
時
に
他
の
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
は
現
在
充
分
で
な
い
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
。」

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
日
本
に
と
っ
て
寛
大
な
平
和
条
約
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
一
九
五
〇
年
六
月
に
勃
発
し

た
朝
鮮
戦
争
が
あ
る
。
す
で
に
冷
戦
の
到
来
と
と
も
に
米
国
の
占
領
政
策
は
、
日
本
に
対
す
る
懲
罰
的
姿
勢
を
緩
和
さ
せ
て
い
た
が
、

ア
ジ
ア
の
冷
戦
を
熱
戦
に
変
え
た
こ
の
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
、
米
英
を
中
心
と
す
る
連
合
国
は
日
本
を
旧
敵
国
と
い
う
よ
り
新
し
い
友

好
国
と
し
て
取
り
扱
う
必
要
を
よ
り
明
確
に
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た(50
)。

ま
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
苦
い
教
訓
も
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
は
ド
イ
ツ
に
対
す
る

苛
酷
な
平
和
（
巨
大
な
賠
償
金
、
軍
備
制
限
、
ド
イ
ツ
皇
帝
は
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
た
）
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
第
二
次
世

界
大
戦
の
一
大
原
因
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
米
英
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に

な
っ
て
い
た
。

朝
鮮
戦
争
に
中
華
人
民
共
和
国
が
軍
事
介
入
し
、
同
国
は
国
連
総
会
で
侵
略
者
の
烙
印
を
お
さ
れ
た
。
米
中
が
激
し
く
戦
火
を
ま
じ

え
る
な
か
、
米
英
は
米
国
が
承
認
を
続
け
て
い
る
中
華
民
国
も
ま
た
英
国
が
承
認
し
て
い
る
中
華
人
民
共
和
国
も
ど
ち
ら
も
講
和
会
議

に
呼
ば
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
も
平
和
条
約
が
日
本
に
と
っ
て
寛
大
な
も
の
に
な
っ
た
理
由
だ
ろ
う
。

た
だ
そ
う
し
た
要
因
に
加
え
て
、
日
本
政
府
が
占
領
中
、
憲
法
改
正
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
お
よ
び
米
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国
政
府
と
の
良
好
な
関
係
の
維
持
強
化
に
つ
と
め
た
こ
と
も
、
寛
大
な
平
和
条
約
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
要
因
だ
っ
た
。
終
戦
直
後
に

書
か
れ
た
外
務
省
内
の
あ
る
政
策
文
書
は
、
今
後
の
最
高
方
針
と
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
遵
守
、
進
歩
主
義
を
基
調
と
す
る
民
主
主

義
、
平
和
主
義
、
合
理
主
義
に
基
づ
く
政
治
、
経
済
の
社
会
化
を
指
向
し
国
民
の
生
活
確
保
、
改
革
に
あ
た
っ
て
の
自
主
性
お
よ
び
民

族
固
有
の
美
的
伝
統
の
維
持
な
ど
と
と
も
に
、

「
對
米
協
調
ニ
徹
シ
相
互
ノ
理
解
ト
信
頼
感
ヲ
増
大
シ
帝
國
更
生
ノ
基
礎
ヲ
強
化
ス
ヘ
キ
」

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
政
務
局
「
自
主
的
即
決
的
施
策
確
立
要
綱
・
最
高
方
針
」
一
九
四
五
年
一
〇
月
九
日(51
)）。

実
際
、
こ
の
「
對
米
協
調
ニ
徹
シ
」
た
態
度
こ
そ
、
占
領
下
の
日
本
が
、
連
合
国
と
の
寛
大
な
講
和
を
得
る
た
め
の
基
本
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
な
っ
た
。
吉
田
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
来
る
べ
き
講
和
会
議
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
提
唱
し
た
無
条
件
降

伏
方
式
や
、
こ
れ
に
則
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
か
ら
見
て
も
、
講
和
の
条
件
を
討
議
す
る
会
議
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
平
和
条
約
は
新

た
な
事
態
を
つ
く
る
と
い
う
よ
り
、
占
領
中
の
既
成
事
実
を
確
認
す
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
条
約
の
内
容

は
、
占
領
中
に
徐
々
に
固
ま
る
と
も
い
え
る
の
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
日
々
の
接
触
が
同
時
に
講
和
交
渉
の
意
味
を
持
つ
。
そ
う
い
う
考
え

か
ら
、

「
私
ど
も
は
連
合
国
側
と
の
接
触
に
常
に
重
き
を
置
き
、
単
に
日
常
の
事
務
的
折
衝
の
外
に
、
首
脳
部
に
対
す
る
大
局
的
な
話
合
い

を
頻
繁
に
行
い
、
相
手
方
の
対
日
理
解
を
得
る
に
努
め
た
。
ま
た
米
国
政
府
及
び
民
間
の
指
導
者
や
、
米
国
以
外
の
連
合
国
の
首
脳
者

が
来
朝
す
る
毎
に
、
私
自
身
努
め
て
彼
等
と
接
触
の
機
会
を
求
め
、
日
本
の
実
情
を
認
識
し
て
貰
う
様
に
努
力
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
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針
は
相
当
の
効
果
を
収
め
た
も
の
と
思
っ
て
い
る(52
)。」

吉
田
は
占
領
下
の
対
米
協
調
の
成
果
を
背
景
に
、
平
和
条
約
が
日
本
と
日
本
国
民
に
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
な
り
、
日
本
国
民
の

「
自
尊
心
（
am
our-propre）」
を
傷
つ
け
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
よ
う
努
力
し
た
の
で
あ
る(53
)。

た
と
え
ば
吉
田
は
、
ダ
レ
ス
特
使
を
代
表
と
す
る
米
国
政
府
と
の
話
合
い
の
な
か
で
、
米
国
側
か
ら
、
軍
備
制
限
こ
そ
な
い
も
の
の

日
本
の
戦
争
責
任
を
前
文
に
書
き
込
み
、
極
右
・
テ
ロ
リ
ス
ト
団
体
の
取
締
り
を
条
文
に
入
れ
、
ま
た
沖
縄
の
主
権
放
棄
を
う
た
っ
た

英
国
政
府
の
平
和
条
約
案(54
)を
（
極
秘
を
条
件
に
）
見
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
強
く
反
発
し
た
。
吉
田
の
指
示
を
受
け
た
外
務
省
は
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
、
英
国
案
を
採
用
し
な
い
よ
う
ダ
レ
ス
ら
に
申
し
入
れ
て
い
る(55
)。

「
英
国
案
は
、
前
文
に
も
最
も
明
瞭
に
出
て
い
る
よ
う
に
、
無
条
件
降
伏
を
し
た
敵
国
に
対
し
戦
勝
国
の
課
す
る
講
和
条
約
の
性
質

を
有
す
る
。
か
よ
う
な
条
約
は
、
必
ず
、
日
本
国
民
全
体
に
深
い
失
望
感
を
も
た
せ
、
他
日
の
ダ
レ
ス
氏
の
総
理
に
対
す
る
話
の
如
く
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
経
験
を
繰
り
返
え
す
こ
と
と
な
り
、
折
角
米
国
案
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
、
連
合
国
と
相
携
え
て
国
際
の
平
和

と
安
全
の
維
持
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
そ
の
意
欲
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
で
あ
ろ
う
。」

こ
の
申
し
入
れ
の
な
か
の
「
連
合
国
と
相
携
え
て
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
そ
の
意
欲
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
」

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
朝
鮮
戦
争
に
関
し
て
日
本
が
現
に
行
っ
て
い
る
よ
う
な
協
力
も
難
し
く
な
る
と
い
う
警
告
の
よ
う
に
も
受
け
と
れ

る
。
外
務
省
は
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
敗
戦
か
ら
時
間
が
経
ち
す
で
に
、
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「
連
合
国
の
占
領
管
理
の
下
に
、
戦
争
に
起
因
す
る
諸
件マ

マ

案
の
処
理
が
完
了
し
て
お
る
。
ま
た
日
本
の
非
軍
事
化
や
民
主
化
の
基
礎

は
漸
く
確
立
し
、
今
後
自
ら
の
責
任
で
維
持
し
て
行
こ
う
と
決
意
し
て
お
る
。
英
国
案
は
か
か
る
現
実
の
事
態
の
推
移
と
完
成
を
妨
げ

る
も
の
で
あ
る
。」

要
す
る
に
、
す
で
に
日
本
は
降
伏
の
条
件
と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
履
行
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
平
和
条
約
が

懲
罰
的
な
も
の
に
な
る
の
は
お
か
し
い
し
、
日
本
に
と
っ
て
も
連
合
国
に
と
っ
て
も
有
害
だ
と
い
う
の
が
日
本
政
府
が
い
い
た
い
こ
と

だ
っ
た
。
吉
田
は
外
務
省
の
案
文
の
冒
頭
欄
外
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
D
ulles
氏
の
考
の
如
く
〝
対
敗
戦
主
義
〟
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
を
生
ぜ
し
め
た
る
過
去
の
歴
史
に
よ
る
に
平
和
を
永
遠
な
ら
し
む
る

所
以
に
非
ら
ず
。
ま
し
て
日
本
人
の
性
格
に
考
へ
唯
々
右
系
左
系
の
極
端
論
者
の
抬
頭
を
誘
起
す
る
以
外
何
等
の
益
無
し
。」

吉
田
と
日
本
政
府
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
米
英
両
国
が
互
い
の
平
和
条
約
草
案
を
す
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
米
英
共
同
草
案
か
ら

は
、
日
本
政
府
が
反
発
し
た
英
国
草
案
の
な
か
に
あ
る
よ
う
な
懲
罰
的
性
格
は
消
え
て
い
た
。

周
知
の
よ
う
に
吉
田
は
、
平
和
条
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
再
軍
備
は
行
わ
な
い
と
い
う
「
建
前
」
を
貫
い
た
（
実
際
に
は
米
国
に
対

し
て
秘
か
に
再
軍
備
を
約
束
し
た
）。
む
ろ
ん
そ
れ
に
は
再
軍
備
に
反
対
す
る
国
内
世
論
へ
の
配
慮
と
い
う
面
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ

が
吉
田
が
お
そ
ら
く
そ
れ
以
上
に
配
慮
し
て
い
た
の
は
、
平
和
条
約
に
懲
罰
的
な
と
こ
ろ
が
出
る
の
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
も
し
日
本
が
講
和
の
時
点
で
、
憲
法
第
九
条
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
軍
備
を
あ
か
ら
さ
ま
に
公
言
し
て
い
た

戦後日本と「帝国」再生の条件
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ら
、
日
本
周
辺
に
は
日
本
の
再
軍
備
を
警
戒
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
国
も
あ
る
の
で
、
平
和
条
約
の
な
か
に
再
軍
備
に
対
す

る
何
ら
か
の
制
限
が
盛
り
込
ま
れ
る
動
き
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る(56
)。
吉
田
の
再
軍
備
拒
否
の
「
建
前
」
に
は
、

憲
法
遵
守
を
明
確
に
し
て
、
平
和
条
約
が
軍
備
制
限
を
盛
り
込
む
懲
罰
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
吉
田
は
、
憲
法
第
九
条
と
そ
の
遵
守
の
「
建
前
」
を
「
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
を
そ
こ
な
わ
ぬ
」
平
和
条
約
を

得
る
た
め
の
「
避
雷
針
」
と
し
て
使
っ
た
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

平
和
条
約
が
懲
罰
的
な
条
約
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
吉
田
と
外
務
省
が
な
し
た
努
力
で
も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

講
和
後
の
日
本
の
安
全
保
障
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
た
米
軍
の
日
本
駐
留
を
平
和
条
約
の
な
か
に
書
き
込
ま
な
い
よ
う
米
国
政
府

に
働
き
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。
外
務
省
の
文
書
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
平
和
条
約
に
直
接
、
駐
兵
の
原
則
が
規
定
さ
れ
る
と
、
日
本
の
た
め
の
駐
兵
と
書
い
て
あ
っ
て
も
強
制
的
駐
兵
の
色
彩
が
出
て

く
る
。
そ
れ
は
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

「
第
⚑
に
永
久
的
性
質
を
有
す
る
平
和
条
約
に
駐
兵
の
規
定
を
お
く
こ
と
は
、
た
と
え
駐
兵
の
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
て
も
、
精
神

的
に
は
半
永
久
的
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
駐
兵
に
つ
い
て
、
将
来
か
れ
こ
れ
交
渉
を
す
る
場
合
、
神
聖
な

る
べ
き
平
和
条
約
自
体
を
問
題
に
す
る
も
の
と
し
て
、
連
合
国
側
が
こ
れ
を
好
ま
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
り
得
よ
う
。
第
⚒
に
、
わ
が

国
民
感
情
上
も
駐
屯
は
戦
勝
国
が
戦
敗
国
に
強
制
し
て
、
自
己
の
都
合
上
、
駐
屯
せ
し
め
る
の
で
あ
る
と
の
言
辞
を
誘
発
し
や
す
く
、

こ
れ
は
ま
た
、
共
産
陣
営
の
乗
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
し
、
反
米
感
情
を
そ
そ
る
材
料
を
供
す
る
こ
と
に
」

な
る
だ
ろ
う(57
)。
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外
務
省
は
米
軍
駐
留
を
平
和
条
約
と
は
別
個
の
条
約
に
規
定
す
る
こ
と
を
求
め
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
結
局
、
日
米
安
全
保
障
条
約

に
結
実
す
る
。
こ
の
点
で
は
安
保
条
約
は
、
平
和
条
約
に
米
軍
駐
留
を
規
定
さ
せ
な
い
た
め
の
条
約
、
そ
う
す
る
こ
と
で
平
和
条
約
の

な
か
に
懲
罰
的
に
も
見
え
る
規
定
を
入
れ
な
い
た
め
の
条
約
だ
っ
た
と
も
い
え
る(58
)。

さ
て
「
帝
国
」
独
立
の
基
本
的
な
条
件
に
な
る
の
は
、
敗
戦
ま
で
大
日
本
帝
国
が
保
有
し
て
い
た
領
土
の
再
編
で
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
第
一
条
に
お
い
て
戦
争
の
終
了
と
日
本
の
主
権
回
復
を
規
定
し
た
後
、
第
二
条
六
項
の
う
ち
（
ａ
）（
ｂ
）

（
ｃ
）（
ｄ
）（
ｆ
）
の
五
項
で
、
日
本
が
主
権
を
失
う
朝
鮮
、
台
湾
、
千
島
お
よ
び
樺
太
な
ど
の
領
土
に
つ
い
て
規
定
し(59
)、
ま
た
第
三

条
で
、
主
権
は
残
る
が
施
政
権
を
米
国
が
持
つ
こ
と
に
な
る
沖
縄
、
小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

日
本
は
第
二
条
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
領
土
の
四
五
％
を
失
っ
た
。
ま
ず
そ
の
（
ａ
）
項
で
朝
鮮
の
独
立
を
認
め
て
い
る
。

「
日
本
国
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
し
て
、
済
州
島
、
巨
文
島
及
び
欝
陵
島
を
含
む
朝
鮮
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請

求
権
を
放
棄
す
る
。」

「
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
」
を
放
棄
し
た
朝
鮮
の
範
囲
の
な
か
に
は
済
州
島
、
巨
文
島
、
欝
陵
島
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
戦
前
、
朝
鮮
総
督
府
の
行
政
管
理
下
に
あ
っ
た
島
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
い
竹
島
も
含
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
に
は
無

理
が
あ
る(60
)。

次
に
（
ｂ
）
項
で
は
台
湾
お
よ
び
澎
湖
諸
島
を
放
棄
し
て
い
る
。

「
日
本
国
は
、
台
湾
及
び
澎
湖
諸
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。」

戦後日本と「帝国」再生の条件
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日
本
が
「
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
」
し
た
後
の
帰
属
先
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
連
合
国
（
米
英
）
の
間
に
、
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
の
ど
ち
ら
を
正
当
な
中
国
の
代
表
と
見
る
か
に
つ
い
て
意
見
の

相
違
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
日
本
は
、
中
華
民
国
と
結
ん
だ
日
華
平
和
条
約
（
一
九
五
二
年
）
第
二
条
に
お
い
て
、
台
湾
と

澎
湖
諸
島
の
放
棄
を
確
認
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
第
二
条
（
ｆ
）
項
の
規
定
に
よ
っ
て
日
本
は
、

一
九
三
九
年
三
月
に
台
湾
高
雄
市
の
管
轄
に
編
入
し
た
新
南
群
島
（
南
沙
諸
島
）
の
「
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
」
も
放
棄
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も
日
華
平
和
条
約
で
確
認
し
た
。

こ
の
（
ａ
）
項
、（
ｂ
）
項
（
お
よ
び
（
ｆ
）
項
）
で
決
ま
っ
た
朝
鮮
の
独
立
、
台
湾
の
放
棄
は
、
そ
の
後
の
両
者
と
の
安
全
保
障

関
係
、
経
済
関
係
の
発
展
を
考
え
る
と
、
結
果
的
に
は
、
日
本
を
大
日
本
帝
国
の
負
担
か
ら
解
放
し
、「
帝
国
」
再
生
の
プ
ラ
ス
に
な

る
条
項
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
第
八
項
は
、
戦
後
の
領
土
処
理
に
つ
い
て
、

「『
カ
イ
ロ
』
宣
言
ノ
条
項
ハ
履
行
セ
ラ
ル
ベ
ク
又
日
本
国
ノ
主
権
ハ
本
州
、
北
海
道
、
九
州
及
四
国
竝
ニ
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小

島
ニ
局
限
セ
ラ
ル
ベ
シ
」

と
定
め
て
い
る
。

こ
の
第
八
項
の
前
半
に
あ
る
「
カ
イ
ロ
」
宣
言
の
履
行
に
つ
い
て
は
、
い
ま
見
た
第
二
条
の
（
ａ
）
項
、（
ｂ
）
項
お
よ
び
（
ｆ
）

項
、
そ
し
て
、
た
と
え
ば
パ
ラ
オ
諸
島
な
ど
南
洋
委
任
統
治
領
の
放
棄
を
定
め
た
（
ｄ
）
項
で
処
理
さ
れ
た(61
)。（
ｃ
）
項
は
後
半
に
い

う
「
我
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小
島
」
に
関
係
す
る
処
理
で
あ
る
。
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「
日
本
国
は
、
千
島
列
島
並
び
に
日
本
国
が
千
九
百
五
年
九
月
五
日
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
結
果
と
し
て
主
権
を
獲
得
し
た
樺
太
の

一
部
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
諸
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。」

い
う
ま
で
も
な
く
、
ル
ー
ス
ベ
ル
ト
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
間
の
ヤ
ル
タ
密
約
に
基
づ
く
領
土
処
理
か
ら
生
じ
た
条
項
で
あ
る
。
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
が
出
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
密
約
の
存
在
は
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
そ
の
密
約
は
米
英
の
大
西
洋
憲
章
（
一
九
四
一
年
八
月
、
ソ

連
も
支
持
）
と
連
合
国
共
同
宣
言
（
一
九
四
二
年
一
月
、
ソ
連
も
参
加
）
の
領
土
不
拡
大
方
針
に
反
す
る
も
の
だ
っ
た
。
吉
田
は
平
和

条
約
受
諾
演
説
で
は
っ
き
り
不
満
を
述
べ
た
。

「
千
島
列
島
及
び
南
樺
太
の
地
域
は
日
本
が
侵
略
に
よ
つ
て
奪
取
し
た
も
の
だ
と
の
ソ
連
全
権
の
主
張
に
対
し
て
は
抗
議
い
た
し
ま

す
。
日
本
開
国
の
当
時
、
千
島
南
部
の
二
島
、
択
捉
、
国
後
両
島
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
も
何
ら
異
議
を

挿
さ
ま
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
得
撫
以
北
の
北
千
島
諸
島
と
樺
太
南
部
は
、
当
時
日
露
両
国
人
の
混
住
の
地
で
あ
り
ま
し
た
。

⚑
⚘
⚗
⚕
年
⚕
月
⚗
日
、
日
露
両
国
政
府
は
、
平
和
的
な
外
交
交
渉
を
通
じ
て
樺
太
南
部
は
露
領
と
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
北
千
島
諸

島
は
日
本
領
と
す
る
こ
と
に
話
合
を
つ
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
名
は
代
償
で
あ
り
ま
す
が
、
事
実
は
樺
太
南
部
を
譲
渡
し
て
交
渉
の
妥

結
を
計
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
樺
太
南
部
は
⚑
⚙
⚐
⚕
年
⚙
月
⚕
日
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
仲
介
に
よ

つ
て
結
ば
れ
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
平
和
条
約
で
日
本
領
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
千
島
列
島
及
び
樺
太
南
部
は
、
日
本
降
伏
直
後
の
⚑
⚙

⚔
⚕
年
⚙
月
⚒
⚐
日
一
方
的
に
ソ
連
領
に
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
本
土
た
る
北
海
道
の
一
部
を
構
成
す
る
色
丹
島
及
び
歯
舞
諸
島
も
終
戦
当
時
た
ま
た
ま
日
本
兵
営
が
存
在
し
た
た
め

に
ソ
連
軍
に
占
領
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。」

戦後日本と「帝国」再生の条件
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吉
田
が
示
し
た
日
本
の
不
満(62
)は
、
日
本
が
放
棄
す
る
千
島
、
南
樺
太
の
帰
属
先
が
（
台
湾
、
澎
湖
諸
島
の
場
合
と
同
じ
く
）
条
約
に

示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
講
和
会
議
に
は
出
席
し
た
ソ
連
が
平
和
条
約
に
調
印
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
の
条
約
か
ら
「
い
か
な
る

権
利
、
権
原
又
は
利
益
」
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
第
二
五
条
の
規
定
に
よ
る
）
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
の
条
約
で
日
本
が
放

棄
し
て
い
な
い
歯
舞
諸
島
、
色
丹
島
を
ソ
連
が
占
拠
し
続
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
北
方
領
土
問
題
を
生
み
出
し(63
)、
戦
後
七
五
年
が
経
っ

た
い
ま
も
、
日
本
の
領
土
確
定
を
細
部
に
お
い
て
不
完
全
な
も
の
に
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
平
和
条
約
第
二
条
に
よ
り
、
戦
後
日
本
の
「
帝
国
」
領
は
、
日
清
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
下
関
条
約
（
一
八
九
五
年
四
月

一
七
日
）
以
前
の
大
日
本
帝
国
の
領
土
か
ら
、
千
島
列
島
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
引
い
た
も
の
で
確
定
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る

だ
ろ
う
。
北
海
道
に
属
す
る
歯
舞
諸
島
、
色
丹
島
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
、
お
よ
び
島
根
県
に
属
す
る
竹
島
に
対
す
る
韓
国
の
不
法
占
拠

は
未
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
日
本
か
ら
見
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
そ
の
も
の
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
こ

の
平
和
条
約
の
規
定
を
無
視
す
る
国
々
と
の
関
係
の
問
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

平
和
条
約
の
第
三
条
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
い
う
「
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小
島
」
の
な
か
に
沖
縄
と
小
笠
原
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
日
本
国
は
、
北
緯
二
十
九
度
以
南
の
南
西
諸
島
（
琉
球
諸
島
及
び
大
東
諸
島
を
含
む
。）
孀
婦
岩
の
南
の
南
方
諸
島
（
小
笠
原
群

島
、
西
之
島
及
び
火
山
列
島
を
含
む
。）
並
び
に
沖
の
鳥
島
及
び
南
鳥
島
を
合
衆
国
を
唯
一
の
施
政
権
者
と
す
る
信
託
統
治
制
度
の
下

に
お
く
こ
と
と
す
る
国
際
連
合
に
対
す
る
合
衆
国
の
い
か
な
る
提
案
に
も
同
意
す
る
。
こ
の
よ
う
な
提
案
が
行
わ
れ
且
つ
可
決
さ
れ
る

ま
で
、
合
衆
国
は
、
領
水
を
含
む
こ
れ
ら
の
諸
島
の
領
域
及
び
住
民
に
対
し
て
、
行
政
、
立
法
及
び
司
法
上
の
権
力
の
全
部
及
び
一
部

を
行
使
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。」

(阪大法学) 70 (3・4-38）436〔2020.11〕



米
国
が
日
本
と
の
講
和
後
も
沖
縄
と
小
笠
原
を
施
政
権
下
に
お
い
て
軍
事
基
地
を
自
由
に
使
用
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
た
め
に
、
わ
か

り
に
く
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
条
文
自
体
に
条
約
発
効
後
の
沖
縄
、
小
笠
原
諸
島
の
主
権
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
そ
の
た

め
主
権
は
日
本
に
残
る
、
つ
ま
り
日
本
は
主
権
を
放
棄
し
て
い
な
い
と
解
釈
で
き
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
別
に
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
会
議
に
お
け
る
米
英
両
全
権
の
説
明(64
)は
、
主
権
が
日
本
に
残
る
こ
と
―
―
ダ
レ
ス
は
そ
れ
を
「
残
存
主
権
」（
residual

sovereignty）
と
呼
ん
だ
―
―
を
明
確
に
し
た
。
吉
田
は
そ
の
条
約
受
諾
演
説
に
お
い
て
両
全
権
の
説
明
を
「
多
大
の
喜
を
も
つ
て

諒
承
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
沖
縄
の
施
政
権
は
一
九
七
二
年
、
小
笠
原
の
そ
れ
は
一
九
六
七
年
に
返
還
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
（
と
く

に
沖
縄
返
還
は
）
安
保
条
約
と
の
関
連
が
深
い
が
、
そ
の
こ
と
は
三
章
で
触
れ
る
。

ち
な
み
に
第
三
条
は
、
尖
閣
諸
島
が
「
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
諸
小
島
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
尖
閣
諸
島
は
沖
縄
県
石

垣
市
に
属
し
、
南
西
諸
島
の
一
部
を
構
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
米
国
は
こ
の
第
三
条
に
よ
っ
て
維
持
し
た
施
政
権
に
基
づ
き
尖
閣
諸
島

の
一
部
を
射
爆
場
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
の
履
行
を
求
め
、
そ
の
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
は
、

「
日
本
国
カ
清
国
人
ヨ
リ
盗
取
シ
タ
ル
一
切
ノ
地
域
」
を
中
華
民
国
に
返
還
す
る
こ
と
が
米
英
中
三
国
の
目
的
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
第
三
条
に
よ
っ
て
尖
閣
諸
島
の
主
権
が
日
本
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
米
英
と
連
合
国
が
、
下
関
条
約
の

三
か
月
前
、
一
八
九
五
年
一
月
一
四
日
に
日
本
に
編
入
さ
れ
た
尖
閣
諸
島
は
日
本
が
中
国
か
ら
奪
っ
た
も
の
と
は
考
え
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
中
華
民
国
は
平
和
条
約
の
当
事
者
で
は
な
い
が
、
日
華
平
和
条
約
締
結
の
際
（
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
）

に
、
こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
三
条
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
賠
償
を
規
定
す
る
第
一
四
条
（
前
述
）（
ａ
）
項
二
に
は
、
連
合
国
が
日
本
人
と
日
本
国
が
連
合
国
内
に
持
つ
「
財
産
、
権

利
及
び
利
益
」
を
差
し
押
さ
え
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
規
定
に
も
っ
と
も
利
害
関
係
が
あ
る
の
は
本
来
、

中
国
で
あ
る
が
、
中
国
は
中
華
人
民
共
和
国
も
中
華
民
国
も
ど
ち
ら
も
講
和
会
議
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
当
然
な
が
ら
こ
の
条
約
の
署

戦後日本と「帝国」再生の条件
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名
国
で
も
な
い
の
で
、
ソ
連
同
様
、
こ
の
条
約
に
い
う
「
連
合
国
」
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。

だ
が
実
際
上
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
規
定
は
中
国
が
中
国
内
に
あ
る
日
本
の
資
産
や
権
益
を
没
収
す
る
こ
と
を
当
然
視
す
る
条
文
と

い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
日
華
平
和
条
約
の
合
意
議
事
録
は
、
中
華
民
国
が
役
務
賠
償
を
自
発
的
に
放
棄
し
た
の
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
平
和
条
約
第
一
四
条
に
基
づ
き
日
本
か
ら
受
け
る
利
益
は
同
条
の
（
ａ
）
項
二
が
規
定
す
る
日
本
国
の
在
外
資
産
だ
け
で
あ
る
と
す

る
旨
を
確
認
し
て
い
る(65
)。
大
日
本
帝
国
は
中
国
内
に
持
つ
自
国
の
権
益
を
武
力
行
使
に
訴
え
て
も
守
ろ
う
と
し
て
、
中
国
と
の
戦
争
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
見
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
権
益
放
棄
は
「
帝
国
」
再
生
の
最
も
重
要
な
条
件
の
一
つ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

中
国
に
お
け
る
資
産
と
権
益
の
放
棄
、
そ
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
は
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
回
復
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
講
和
独
立
後
の
日
本
と
中
国
大
陸
の
経
済
関
係
が
戦
前
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
が
日
本
経
済
の
復
興
に
も
た
ら
す
懸
念
は
大
き
か
っ
た
。
だ
が
結
果
的
に
日
本
経
済
は
、
中
国
大
陸
と
の
関
係
が
ほ
ぼ
遮

断
さ
れ
て
も
、
米
国
と
自
由
世
界
が
主
導
し
た
戦
後
世
界
経
済
の
発
展
の
な
か
で
復
興
し
、
高
度
経
済
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
戦
前
、
戦
時
の
閉
鎖
性
が
破
ら
れ
、
一
般
の
工
業
技
術
と
石
油
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
取
り
引
き
さ
れ

る
、
そ
う
い
う
世
界
経
済
の
新
し
い
体
制
の
な
か
で
、
日
本
は
戦
前
に
は
る
か
に
ま
さ
る
繁
栄
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る(66
)。

そ
の
繁
栄
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
産
業
の
技
術
発
展
と
世
界
市
場
に
お
け
る
競
争
力
に
か
か
っ
て
い
た
。
戦
前
の
よ
う
に
中
国
か
ら
原

料
を
安
く
買
っ
て
低
品
質
な
消
費
財
を
比
較
的
高
く
売
る
や
り
方
で
は
通
用
し
な
い
の
で
変
革
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
も

し
中
国
大
陸
と
の
経
済
的
遮
断
が
そ
の
変
革
を
い
や
お
う
な
く
促
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
帝
国
」
の
経
済
的
繁
栄

に
か
え
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
世
界
一
の
経
済
大
国
で
あ
る
米
国
は
、
日
本
が
戦
前
の
よ
う
な
中
国
大
陸
と
の
経
済

関
係
を
続
け
て
い
け
な
く
て
も
、
自
由
世
界
の
な
か
で
経
済
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）

加
盟
支
援
な
ど
で
日
本
を
助
け
た
。

(阪大法学) 70 (3・4-40）438〔2020.11〕



し
か
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
、
中
華
人
民
共
和
国
、
そ
し
て
ソ
連
と
の
講
和
が
で
き
な
か
っ
た(67
)こ
と
は
、
戦
後
の
「
帝

国
」
の
進
路
に
関
す
る
国
内
世
論
の
大
き
な
分
裂
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
を
生
ん
だ
。
平
和
条
約
に
反
対
す
る
人
々
は
、
連
合
国
の
う
ち
中

華
人
民
共
和
国
、
ソ
連
な
ど
社
会
主
義
陣
営
の
国
々
を
除
い
て
、
米
英
な
ど
自
由
主
義
陣
営
の
国
々
と
だ
け
講
和
し
、
講
和
後
も
米
軍

基
地
を
日
本
に
置
く
の
は
、
東
西
冷
戦
を
激
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本
は
安
全
の
た
め
に
も
、
ま
た
中
国
と
経
済
的
に
切
り
離
さ

れ
て
経
済
的
自
立
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
は
戦
争
の
反
省
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
東
西
冷
戦
を
緩
和
さ
せ

る
た
め
の
中
立
不
可
侵
政
策
を
と
る
べ
き
だ
、
と
論
じ
た(68
)。

こ
の
全
面
講
和
論
と
そ
れ
に
対
す
る
多
数
講
和
論
（
単
独
講
和
論
）
と
の
対
立
は
、
後
に
中
立
主
義
か
日
米
安
保
か
と
い
う
国
内
世

論
の
激
し
い
対
立
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
晩
年
の
吉
田
茂
は
そ
の
こ
と
を
、
国
民
の
な
か
に
「
二
つ
の
日
本
」
が
生
ま
れ
、
国
民

の
間
に
目
に
見
え
な
い
「
三
十
八
度
線
」
が
引
か
れ
て
い
る
と
嘆
い
た(69
)。

だ
が
吉
田
の
死
後
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
沖
縄
の
施
政
権
が
返
還
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
正
常
化
が
な
り
、
ま

た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
で
安
保
条
約
へ
の
批
判
は
弱
ま
り
、
日
本
の
「
三
十
八
度
線
」
は
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
。
ま
た
世

論
の
対
立
が
あ
っ
て
も
、
日
本
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
生
み
出
し
た
「
對
米
協
調
ニ
徹
シ
」
た
路
線
か
ら
は
ず
れ
、「
帝

国
」
の
再
生
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
そ
れ
で
も
、
平
和
条
約
お
よ
び
安
保
条
約
の
締
結
に
お
け
る
世
論
の
分
裂
は
、
そ
の
後
も
、
戦
争
と
戦
後
処
理
に
関
す
る
歴
史

認
識
の
問
題
や
、
日
米
同
盟
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
な
ど
に
か
た
ち
を
変
え
て
続
き
、
国
内
政
治
を
揺
る
が
し
続
け
る
こ
と
に
な

る
。

(45
)
外
務
省
『
日
本
外
交
文
書
―
―
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書
（
第
四
冊
）』（
外
務
省
、
二
〇
〇
二
年
、
以
下
『
調
書
（
四
）』
等
に

略
）
一
七
五
頁
。

戦後日本と「帝国」再生の条件
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(46
)
平
和
条
約
の
全
文
は
、
た
と
え
ば
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
世
界
と
日
本
』」（
代
表
田
中
明
彦
）
を
参
照
。
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/

docum
ents/texts/docs/19510908.T
1J.htm
l

(47
)
受
諾
演
説
の
全
文
は
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
世
界
と
日
本
』」
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum
ents/texts/JPU
S/19510907.

S1J.htm
l

(48
)
こ
の
点
に
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、
平
和
条
約
第
一
一
条
に
東
京
裁
判
な
ど
の
「
裁
判
を
受
諾
す
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、

こ
れ
は
東
京
裁
判
の
正
当
性
を
認
め
、
戦
争
責
任
を
間
接
的
に
認
め
る
条
文
で
は
な
い
か
と
論
じ
る
向
き
も
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
の
誤
解
で
あ

る
。
こ
の
第
一
一
条
は
あ
く
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
戦
犯
の
う
ち
条
約
締
結
時
に
日
本
国
内
で
服
役
中
の
者
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
条
文
で
あ
っ
た

（
こ
の
条
文
に
よ
り
日
本
は
勝
手
に
服
役
者
を
釈
放
し
た
り
減
刑
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
）。
条
約
形
成
過
程
に
関
す
る
日
米

英
の
外
交
文
書
の
な
か
に
、
第
一
一
条
が
戦
争
責
任
の
問
題
と
関
連
し
て
い
た
、
と
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
も
し
間
接
的

で
あ
れ
何
で
あ
れ
戦
争
責
任
を
認
め
る
条
文
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
日
華
平
和
条
約
の
締
結
時
に
中
華
民
国
政
府
が
こ
の
条
文
の
適
用
を
除
外

す
る
は
ず
は
な
い
。
詳
し
く
は
坂
元
一
哉
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
外
交
史
的
研
究
」（
平
成
15
―
16
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(基

盤
研
究
費
（
Ｃ
）（
⚒
））
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
三
月
)、
同
「
平
和
条
約
と
『
東
京
裁
判
受
諾
』
論
争
が
欠
く
外
交
史
的
視
点
」

『
正
論
』
二
〇
〇
五
年
、
九
月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
平
和
条
約
第
一
一
条
の
条
文
は
次
の
と
お
り
。

「
日
本
国
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
並
び
に
日
本
国
内
及
び
国
外
の
他
の
連
合
国
戦
争
犯
罪
法
廷
の
裁
判
を
受
諾
し
、
且
つ
、
日
本
国
で

拘
禁
さ
れ
て
い
る
日
本
国
民
に
こ
れ
ら
の
法
廷
が
課
し
た
刑
を
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
拘
禁
さ
れ
て
い
る
物
を
赦
免
し
、
減
刑
し
、

及
び
仮
出
獄
さ
せ
る
権
限
は
、
各
事
件
に
つ
い
て
刑
を
課
し
た
一
又
は
二
以
上
の
政
府
の
決
定
及
び
日
本
国
の
勧
告
に
基
く
場
合
の
外
、
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
が
刑
を
宣
告
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
権
限
は
、
裁
判
所
に
代
表
者
を
出
し
た
政
府
の
過

半
数
の
決
定
及
び
日
本
国
の
勧
告
に
基
く
場
合
の
外
、
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

(49
)
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
賠
償
制
度
は
全
体
と
し
て
取
り
立
て
て
寛
大
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
在
外
資
産
の
没
収
に
つ
い
て
い

え
ば
、
連
合
国
下
の
日
本
の
資
産
は
も
ち
ろ
ん
中
立
国
や
旧
枢
軸
国
内
の
資
産
ま
で
清
算
し
て
賠
償
に
あ
て
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
「
前
例
が
な

い
ほ
ど
苛
酷
」
と
す
る
国
際
法
学
者
の
見
解
も
あ
っ
た
。
山
下
康
雄
「
請
求
権
及
び
財
産
―
―
賠
償
・
補
償
制
度
の
概
要
」
国
際
法
学
会
編

『
平
和
条
約
の
総
合
研
究
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
、
第
七
章
）
六
三
―
四
頁
。

(50
)
幣
原
喜
重
郎
は
終
戦
の
年
の
九
月
に
「
終
戦
善
後
策
」
と
い
う
覚
え
書
き
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
凡
そ
列
国
間
の
関
係
に
百
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年
の
友
な
く
、
又
百
年
の
敵
な
し
…
…
〈
中
略
〉
…
…
戦
時
に
抗
争
対
立
せ
る
諸
国
間
に
も
追
て
時
局
の
進
展
に
従
ひ
相
互
の
協
力
支
持
を
要

す
る
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
あ
る
べ
く
、
我
施
策
宜
し
き
を
得
る
に
於
て
は
、
今
日
の
敵
を
転
じ
て
明
日
の
友
と
な
す
こ
と
必
ず
し
も
難
し
か

ら
ず
」
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。『
幣
原
喜
重
郎
』
五
四
九
頁
。

(51
)
江
藤
、
前
掲
書
、
五
八
頁
。

(52
)
吉
田
茂
『
回
想
十
年
（
中
）』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
二
一
七
―
八
頁
。

(53
)
吉
田
は
、
一
九
五
一
年
一
月
二
九
日
、
平
和
条
約
締
結
に
関
す
る
話
合
い
の
た
め
に
来
日
し
た
ダ
レ
ス
と
の
会
談
に
お
い
て
、
開
口
一
番

「
自
尊
心
（
am
our-propre）」
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
Foreign
R
elations
of
the
U
nited
States:
1951,
V
I,

part1
(G.P.O
.,1977),p.827.

(54
)
英
国
草
案
の
全
文
は
、
FJ
1022/222,FO
371/92538,N
ational
A
rchives,London

(55
)
英
国
草
案
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
吉
田
の
反
応
に
つ
い
て
は
、『
調
書
（
二
）』
四
四
一
―
五
八
頁
、
六
二
六
―
七
頁
。

(56
)
吉
田
と
日
本
政
府
は
ダ
レ
ス
に
対
し
て
再
軍
備
が
す
ぐ
に
で
き
な
い
理
由
と
し
て
戦
争
で
疲
弊
し
た
大
衆
の
感
情
や
経
済
問
題
な
ど
と
と

も
に
軍
国
主
義
復
活
の
懸
念
な
ど
を
あ
げ
た
が
、
そ
の
際
「
わ
が
近
隣
諸
国
が
日
本
か
ら
の
侵
略
の
再
現
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
、
厳
た
る
事

実
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
わ
が
方
見
解
」（
一
九
五
一
年
一
月
三
〇
日
）、
細
谷
千
博
編
『
日
米
関
係
資
料
集

⚑
⚙
⚔
⚕
―
⚑
⚙
⚙

⚗
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
八
五
頁
。『
調
書
（
二
）』
一
四
一
頁
。

(57
)
「
安
全
保
障
に
関
す
る
日
米
条
約
説
明
書
」（
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
一
日
）『
調
書
（
一
）』
六
八
四
頁
。

(58
)
平
和
条
約
の
中
に
は
連
合
国
が
「
日
本
国
が
主
権
国
と
し
て
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
に
掲
げ
る
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の

権
利
を
有
す
る
こ
と
及
び
日
本
国
が
集
団
的
安
全
保
障
取
極
を
自
発
的
に
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
を
承
認
す
る
こ
と
だ
け
が
規
定
さ

れ
た
（
五
条
）。

(59
)
ち
な
み
に
（
ｅ
）
項
は
日
本
が
南
極
地
域
に
関
し
て
持
つ
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

(60
)
韓
国
政
府
は
そ
う
い
う
解
釈
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
同
国
は
こ
の
条
約
の
当
事
国
で
は
な
い
。
仮
に
当
事
国
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

う
い
う
解
釈
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
条
約
締
結
時
に
日
本
が
た
し
か
に
竹
島
も
放
棄
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
、
と
す
る
証
拠
が
必
要

に
な
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
第
二
三
条
の
規
定
に
よ
り
日
本
の
批
准
が
な
け
れ
ば
発
効
し
な
い
条
約
だ
っ
た
。
も
し
政
府
が
第

二
条
（
ａ
）
で
日
本
が
放
棄
す
る
領
域
の
な
か
に
竹
島
も
含
ま
れ
る
、
な
ど
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
重
要
性
か
ら
見
て
、
当
然
国
会

戦後日本と「帝国」再生の条件
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の
批
准
審
議
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

(61
)
「
カ
イ
ロ
宣
言
」
は
一
九
四
三
年
一
一
月
に
開
か
れ
た
米
英
中
三
国
の
首
脳
会
談
後
に
発
表
さ
れ
た
文
書
で
、
そ
の
中
に
は
台
湾
、
澎
湖

島
お
よ
び
「
日
本
国
カ
清
国
人
ヨ
リ
盗
取
シ
タ
ル
一
切
ノ
地
域
」
の
中
華
民
国
へ
の
返
還
、
朝
鮮
の
独
立
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の

文
書
に
は
「
第
一
次
世
界
戦
争
ノ
開
始
以
後
ニ
於
テ
日
本
国
カ
奪
取
シ
又
ハ
占
領
シ
タ
ル
太
平
洋
ニ
於
ケ
ル
一
切
ノ
島
嶼
」
の
剥
奪
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
二
条
（
ｄ
）
項
の
文
言
は
以
下
の
通
り
。「
日
本
国
は
、
国
際
連
盟
の
委
任
統
治
制
度
に
関

連
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
し
、
且
つ
、
以
前
に
日
本
国
の
委
任
統
治
の
下
に
あ
つ
た
太
平
洋
の
諸
島
に
信
託
統
治
制

度
を
及
ぼ
す
千
九
百
四
十
七
年
四
月
二
日
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
行
動
を
受
諾
す
る
。」

(62
)
吉
田
は
不
満
を
述
べ
た
後
は
、「
既
に
条
約
を
受
諾
し
た
以
上
は
、
誠
意
を
以
て
、
こ
れ
が
義
務
を
履
行
せ
ん
と
す
る
決
意
」
だ
と
述
べ

て
い
る
。

(63
)
吉
田
茂
は
そ
の
回
顧
録
『
回
想
十
年
』（
初
出
は
新
潮
社
か
ら
、
全
四
巻
、
一
九
五
七
―
八
年
に
か
け
て
刊
行
）
の
な
か
で
、
こ
の
問
題

の
解
決
に
は
国
際
会
議
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
結
局
、
南
樺
太
、
千
島
列
島
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約

に
関
す
る
限
り
、
決
し
て
ソ
連
の
領
有
を
認
め
て
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
れ
ら
地
域
の
現
状
は
、
ソ
連
の
戦
時
占
領
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
、
本
筋
だ
と
思
う
。
況
ん
や
歴
然
と
北
海
道
の
一
部
で
あ
る
色
丹
、
歯
舞
両
島
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
固

有
の
領
土
と
し
て
古
く
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
た
南
千
島
に
関
し
て
は
、
本
来
ソ
連
の
占
領
部
隊
の
撤
退
を
こ
そ
日
本
は
要
求
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

今
さ
ら
『
返
還
』
を
求
む
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
北
辺
の
領
土
問
題
は
、
他
日
機
あ
ら
ば
国
際
会
議
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
べ

き
筋
合
い
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
の
経
緯
か
ら
い
っ
て
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
今
後
と
も
わ
が
官
民
の

念
頭
に
置
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
吉
田
茂
『
回
想
十
年
（
中
）』
二
六
六
―
七
頁
。

(64
)
ダ
レ
ス
は
講
和
会
議
の
場
で
次
の
よ
う
に
第
三
条
の
規
定
を
説
明
し
て
い
る
。「
第
三
条
は
琉
球
諸
島
及
び
日
本
の
南
及
び
南
東
の
諸
島

を
取
扱
つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
島
は
、
降
伏
以
来
合
衆
国
の
單
独
行
政
権
の
下
に
あ
り
ま
す
。
若
干
の
連
合
国
は
、
合
衆
国
主
権
の
た
め

に
こ
れ
ら
の
諸
島
に
対
す
る
主
権
を
日
本
が
放
棄
す
る
こ
と
を
本
条
約
に
規
定
す
る
こ
と
を
力
說
し
ま
し
た
。
他
の
諸
国
は
、
こ
れ
等
の
諸
島

は
日
本
に
完
全
に
復
帰
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
議
し
ま
し
た
。
連
合
国
の
こ
の
意
見
の
相
違
に
も
拘
わ
ら
ず
、
合
衆
国
は
、
最
善
の

方
法
は
、
合
衆
国
を
施
政
権
者
と
す
る
合
衆
国
信
託
統
治
の
下
に
こ
れ
ら
の
諸
島
を
置
く
こ
と
を
可
能
に
し
、
日
本
に
残
存
主
権
を
許
す
こ
と

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」
外
務
省
『
日
本
外
交
文
書

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

調
印
・
発
効
』（
二
〇
〇
九
年
）
六
九
頁
。
英
国
の
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ヤ
ン
ガ
ー
（
K
.C.Y
ounger）
全
権
は
演
説
で
平
和
条
約
は
「
日
本
か
ら
こ
れ
ら
の
諸
島
［
琉
球
諸
島
］
の
主
権
を
取
り
去
る
も
の
で
な
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。『
調
書
（
四
）』、
三
〇
〇
頁
。

(65
)
日
華
平
和
条
約
の
全
文
（
合
意
議
事
録
を
含
む
）
は
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
世
界
と
日
本
』」
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum
ents

/texts/docs/19520428.T
1J.htm
l

ち
な
み
に
、
日
中
国
交
正
常
化
時
の
日
中
共
同
声
明
（
一
九
七
二
年
）
第
五
項
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、
中
日
両
国
国
民
の
友
好

の
た
め
に
、
日
本
国
に
対
す
る
戦
争
賠
償
の
請
求
を
放
棄
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
日
中
共
同
声
明
の
全
文
は
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
『
世
界
と
日
本
』」
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum
ents/texts/docs/19720929.D
1J.htm
l

(66
)
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
、
内
野
達
郎
『
戦
後
日
本
経
済
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

(67
)
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
成
立
後
の
日
本
は
、
ソ
連
と
は
一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
、
中
華
人
民
共
和
国
と
は
一
九
七
二
年
の

日
中
共
同
声
明
に
よ
っ
て
講
和
し
、
関
係
を
正
常
化
し
た
。
な
お
日
中
共
同
声
明
に
よ
り
、
中
華
民
国
と
の
講
和
を
決
め
た
一
九
五
二
年
の
日

華
平
和
条
約
は
失
効
し
た
。

(68
)
そ
の
代
表
的
議
論
は
、
平
和
問
題
談
話
会
「
講
和
問
題
に
つ
い
て
の
平
和
問
題
談
話
会
声
明
」（
一
九
五
〇
年
一
月
一
五
日
）、
大
嶽
編

『
資
料
集
』、
三
六
二
―
四
頁
。

(69
)
吉
田
茂
『
世
界
と
日
本
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
番
長
書
房
、
一
九
六
三
年
）
一
八
四
頁
。

第
三
章

安
保
条
約
と
「
帝
国
」
の
安
全

大
日
本
帝
国
憲
法
の
改
正
は
「
帝
国
」
生
存
の
た
め
の
「
避
雷
針
」
と
し
て
必
要
な
改
正
で
あ
り
、
こ
の
改
正
に
代
表
さ
れ
る
国
内

制
度
の
大
改
革
は
、「
和
解
と
信
頼
」（
ダ
レ
ス
）、「
国
の
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
を
そ
こ
な
わ
ぬ
」（
吉
田
）
平
和
条
約
に
よ
る
「
帝
国
」
独

立
の
前
提
条
件
に
な
っ
た
。
平
和
条
約
が
、
中
ソ
両
国
な
ど
共
産
主
義
陣
営
と
の
講
和
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
「
帝
国
」
繁
栄

の
妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
改
正
さ
れ
た
憲
法
の
第
九
条
は
、
国
際
紛
争
解
決
の
た
め
の
戦
争
放
棄
だ
け
で
な
く
、
戦
力
の
放

棄
も
う
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
か
に
し
て
講
和
独
立
後
の
「
帝
国
」
の
安
全
は
確
保
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

戦後日本と「帝国」再生の条件
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こ
の
「
帝
国
」
の
安
全
の
問
題
は
、
結
果
的
に
、
朝
鮮
戦
争
の
衝
撃
と
米
国
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
す
ぐ
の

米
国
に
と
っ
て
、
日
本
に
関
す
る
安
全
保
障
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
「
の
た
め
の
」
安
全
保
障
で
は
な
く
、
日
本
「
に
対
す
る
」

安
全
保
障
の
問
題
で
あ
り
、
米
国
は
日
本
の
復
讐
戦
を
避
け
る
た
め
に
、
憲
法
改
正
な
ど
日
本
改
造
に
取
り
組
ん
だ
。

だ
が
戦
後
一
、
二
年
の
う
ち
に
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
い
う
「
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化
」）
が
順

調
に
進
み
、
他
方
で
米
ソ
冷
戦
が
、
つ
ま
り
連
合
国
の
分
裂
が
は
じ
ま
る
と
、
日
本
「
の
た
め
の
」
安
全
保
障
が
重
要
に
な
り
、
米
国

は
占
領
政
策
の
重
点
を
非
軍
事
化
と
民
主
化
か
ら
日
本
の
政
治
経
済
的
な
復
興
に
移
す
よ
う
に
な
る
。
米
政
府
内
で
は
朝
鮮
戦
争
が
は

じ
ま
る
前
か
ら
す
で
に
、
米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
の
日
本
の
戦
略
的
価
値
は
理
解
さ
れ
て
い
た(70
)。
日
本
は
米
国
の
太
平
洋
防
衛
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
島
嶼
防
禦
線
（
ア
チ
ソ
ン
・
ラ
イ
ン
）
の
重
要
な
一
角
で
あ
り
、
冷
戦
政
策
の
立
役
者
ケ
ナ
ン
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ

ナ
ン
）
国
務
省
政
策
企
画
室
長
も
認
め
た
よ
う
に
、
そ
の
潜
在
的
な
工
業
力
な
ど
か
ら
冷
戦
の
帰
趨
に
大
き
く
影
響
す
る
国
だ
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
誰
の
目
に
も
、
冷
戦
下
に
お
け
る
「
日
本
の
」
安
全
は
「
米
国
の
」
安
全
で
も
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
。
日
本
の
基
地
が
な
け
れ
ば
米
国
は
朝
鮮
戦
争
に
は
勝
て
な
い
。
朝
鮮
戦
争
に
勝
て
な
け
れ
ば
、
ア
ジ
ア
全
体
に
共
産
主
義
の

勢
力
拡
大
を
招
き
、
太
平
洋
の
安
全
も
危
う
く
な
る
。
そ
れ
で
は
何
の
た
め
の
日
米
戦
争
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

米
国
が
日
本
と
平
和
条
約
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
ダ
レ
ス
特
使
以
下
、
米
国
政
府
の
代
表
団
を
送
っ
て
く
る
そ
の
一
か
月
前
、

日
本
政
府
の
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
情
勢
分
析
が
あ
っ
た(71
)。

「
現
在
の
米
当
局
の
気
持
は
、
講
和
条
約
の
問
題
は
既
存
の
事
実
に
形
式
を
整
え
る
程
度
を
余
り
多
く
出
て
な
い
の
で
、
こ
の
点
は

日
本
側
の
気
持
の
い
い
よ
う
に
決
め
て
い
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
差
迫
っ
た
問
題
は
、
日
本
を
事
実
上
東
亜
の
反
共
安
定
勢
力
と
し
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て
急
速
に
育
成
す
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
差
当
り
何
か
ら
手
を
つ
け
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
。」

米
国
政
府
は
、
平
和
条
約
の
形
式
よ
り
、
今
後
の
安
全
保
障
の
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
の
分
析
で
あ
る
。

こ
の
分
析
は
さ
ら
に
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
「
窮
境
」
に
あ
る
米
国
の
代
表
団
は
「
と
に
角
せ
つ
ぱ
詰
ま
つ
た
処
で
友
を
求
め
る
気

持
ち
で
来
る
」
の
だ
か
ら
、
日
本
は
「
こ
の
際
相
当
の
心
構
え
を
し
て
」
煮
え
切
ら
ぬ
態
度
は
極
力
避
け
、「
真
に
米
国
の
友
と
し
て

真
心
を
も
つ
て
応
接
」
す
べ
き
だ
と
続
け
て
い
る
。

こ
の
分
析
の
な
か
の
、
日
本
を
「
東
亜
の
反
共
安
定
勢
力
」
と
し
て
急
速
に
育
成
す
る
と
い
う
米
国
の
意
向
に
そ
っ
た
取
り
決
め
に

よ
っ
て
、
講
和
後
の
「
帝
国
」
の
安
全
保
障
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
講
和
後
も
米
軍
が
日
本
に
駐
留
し
日
本
の

安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
米
国
は
日
本
に
置
く
基
地
と
米
軍
を
、
日
本
を
含
む
極
東
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
使
う
と
い
う
取
り
決
め
、

す
な
わ
ち
、
日
米
安
全
保
障
条
約
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

戦
後
す
ぐ
の
日
本
政
府
は
、
将
来
の
自
国
の
安
全
保
障
を
国
連
の
安
全
保
障
に
頼
っ
た
中
立
国
に
な
る
こ
と
で
果
た
そ
う
と
考
え
て

い
た
。
だ
が
冷
戦
が
は
じ
ま
っ
て
国
連
が
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
は
動
か
な
い
こ
と
が
明
白
に
な
る
と
、
と
も
か
く
当
面
は
米
軍
駐
留
に

よ
っ
て
国
の
安
全
を
守
る
し
か
な
い
、
と
の
考
え
が
有
力
に
な
る
。
吉
田
は
、
米
国
が
講
和
後
も
、
日
本
に
基
地
を
お
き
た
い
意
向
を

持
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
講
和
を
促
進
す
る
思
惑
も
あ
っ
て
、
基
地
貸
与
を
米
国
政
府
に
申
し
出
た(72
)。
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
お
よ
そ

二
か
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
、
そ
の
米
軍
駐
留
が
平
和
条
約
に
書
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
米
国
政
府
に
求

め
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
米
軍
駐
留
を
対
等
な
主
権
国
家
間
の
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
ち
で
取
り
決
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
米
国

戦後日本と「帝国」再生の条件
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が
、
日
本
の
安
全
は
太
平
洋
の
安
全
、
太
平
洋
の
安
全
は
米
国
の
安
全
と
み
な
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
の
安
全
の
た
め
に
対
等
な
立
場

で
協
力
す
る
。
日
本
は
米
国
に
基
地
を
貸
し
、
米
国
は
日
本
の
防
衛
を
約
束
す
る
。
そ
れ
を
国
連
憲
章
の
集
団
的
自
衛
の
関
係
で
説
明

す
る
、
と
い
っ
た
か
た
ち
の
取
り
決
め
で
あ
る
。
だ
が
米
国
政
府
は
、
そ
う
い
う
日
本
の
求
め
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。

安
保
条
約
は
あ
く
ま
で
、
い
ま
だ
に
「
無
責
任
な
軍
国
主
義
」（
条
約
前
文
に
あ
る
言
葉
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
は
こ
の
言
葉
は
日
本

を
非
難
す
る
言
葉
だ
っ
た
が
、
安
保
条
約
で
は
ソ
連
と
共
産
主
義
陣
営
を
意
味
す
る
）
が
は
び
こ
る
な
か
、
講
和
の
時
点
で
自
衛
の
た

め
の
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
日
本
に
対
す
る
、
米
国
の
い
わ
ば
好
意
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
「
暫
定
措
置
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
そ

の
第
一
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
平
和
条
約
及
び
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍
を
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に

配
備
す
る
権
利
を
、
日
本
国
は
、
許
与
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
こ
れ
を
受
諾
す
る
。
こ
の
軍
隊
は
、
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和

と
安
全
の
維
持
に
寄
与
し
、
並
び
に
、
一
又
は
二
以
上
の
外
部
の
国
に
よ
る
教
唆
又
は
干
渉
に
よ
つ
て
引
き
起
さ
れ
た
日
本
国
に
お
け

る
大
規
模
の
内
乱
及
び
騒
じ
よ
う
を
鎮
圧
す
る
た
め
日
本
国
政
府
の
明
示
の
要
請
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
援
助
を
含
め
て
、
外
部
か
ら

の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
日
本
国
の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
の
条
文
は
、
日
本
が
基
地
を
貸
与
す
る
義
務
を
負
う
の
に
米
国
の
日
本
防
衛
義
務
は
は
っ
き
り
し
な
い
片
務
的
な
不
平
等
条
約
で

あ
る
と
し
て
、
講
和
後
の
日
本
国
内
で
強
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
衛
隊
が
創
設
（
一
九
五
四
年
）
さ
れ
、
経
済
復
興
が
進
み
、

ソ
連
と
国
交
回
復
（
一
九
五
六
年
）
し
、
国
連
に
も
加
盟
（
同
年
）
し
た
日
本
で
、
そ
う
い
う
批
判
が
高
ま
っ
て
い
く
の
を
見
過
ご
せ

ば
、
日
本
を
「
東
亜
の
反
共
安
定
勢
力
」
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
米
国
の
極
東
戦
略
、
ひ
い
て
は
世
界
戦
略
に
欠
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か
せ
な
い
基
地
を
失
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。
そ
う
判
断
し
た
米
国
政
府
は
、
安
保
改
定
（
一
九
六
〇
年
）
に
踏
み
切
っ
た
。

安
保
条
約
の
か
た
ち
を
ほ
ぼ
講
和
時
の
日
本
の
要
望
に
合
わ
せ
る
改
定
で
あ
る
。
改
定
と
い
っ
て
も
、
旧
条
約
を
無
効
化
す
る
（
旧

条
約
第
九
条
に
明
記
）
新
条
約
の
制
定
だ
っ
た
。
新
安
保
条
約
（
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条

約
）
は
、
日
米
両
国
が
「
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
」
に
関
心
を
持
ち
、
日
本
は
米
国
に
基
地
を
貸
し
（
第
六

条
）、
米
国
は
日
本
の
防
衛
に
協
力
す
る
（
第
五
条
）、
そ
し
て
日
本
は
在
日
米
軍
の
防
衛
に
協
力
す
る
（
第
五
条
）
と
い
う
意
味
で
双

務
性
が
明
確
な
相
互
条
約
に
な
っ
た
。
旧
条
約
が
あ
く
ま
で
日
本
の
安
全
の
た
め
の
条
約
と
い
う
建
前
だ
っ
た
の
に
対
し
、
新
条
約
は

日
米
両
国
が
「
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
安
全
の
維
持
に
共
通
の
関
心
を
有
す
る
」（
前
文
）
か
ら
協
力
し
あ
う
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る(73
)。

戦
後
日
本
が
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
そ
の
安
全
を
守
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
安
保
条
約
は
憲
法
第
九
条
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る

と
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
第
九
条
が
自
国
の
防
衛
を
安
保
条
約
に
頼
る
現
実
的
な
必
要
性
を
明
確
に
し
て
い
る
と
い
う

意
味
で
は
正
し
い
。
だ
が
こ
の
整
理
は
、
第
九
条
が
な
け
れ
ば
、
戦
後
日
本
は
自
国
の
防
衛
を
自
国
で
全
う
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
誤
っ
た
印
象
を
与
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

実
際
に
は
、
憲
法
第
九
条
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
戦
後
日
本
の
自
衛
は
安
保
条
約
の
よ
う
な
国
際
協
力
な
し
に
は
全
う
で
き
な
い

も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、「
帝
国
」
の
自
衛
を
大
日
本
帝
国
の
自
衛
と
分
け
る
最
大
の
特
徴
で
も
あ
る
。

大
日
本
帝
国
に
お
け
る
自
衛
は
、
国
家
の
安
全
は
国
土
の
防
衛
だ
け
で
は
な
く
、
国
土
の
防
衛
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
場
所
の
防
衛

も
必
要
と
の
考
え
に
基
づ
く
自
衛
だ
っ
た
。
元
老
山
縣
有
朋
の
有
名
な
意
見
書
（「
外
交
政
略
論
」、
一
八
九
〇
年
）
の
表
現
を
借
り
れ

ば
、「
主
権
線
」「
利
益
線
」
の
両
方
を
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
自
衛
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

戦後日本と「帝国」再生の条件
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「
国
家
独
立
自
衛
ノ
道
二
ツ
ア
リ
一
ニ
曰
ク
主
権
線
ヲ
守
禦
シ
他
人
ノ
侵
害
ヲ
容
レ
ス
二
ニ
曰
ク
利
益
線
ヲ
防
護
シ
自
己
ノ
形
勝
ヲ

失
ハ
ス
何
ヲ
カ
主
権
線
ト
謂
フ
疆
土
是
レ
ナ
リ
何
ヲ
カ
利
益
線
ト
謂
フ
隣
国
接
触
ノ
勢
我
カ
主
権
線
ノ
安
危
ト
緊
シ
ク
相
関
係
ス
ル
ノ

区
域
是
レ
ナ
リ(74
)」

「
利
益
線
」
の
防
衛
は
必
ず
し
も
戦
争
に
よ
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
中
立
化
で
も
よ
い
。
だ
が
と
も
か
く
、
巨
大
な
敵
対
勢
力
が

「
利
益
線
」
を
押
さ
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
日
本
の
自
衛
は
危
う
く
な
る
。

そ
う
い
う
考
え
を
前
提
に
し
て
大
日
本
帝
国
は
一
八
九
四
年
（
大
日
本
帝
国
憲
法
発
効
の
四
年
後
）、
朝
鮮
半
島
の
混
乱
（
東
学
党

の
乱
）
に
際
し
て
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
日
清
両
国
の
権
力
平
均
」（
陸
奥
宗
光
）
の
た
め
に
出
兵
し(75
)、
結
局
、
清
と
の
戦
争
に

な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
は
こ
の
戦
争
の
結
果
、
海
外
に
領
土
を
持
つ
帝
国
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
戦
後
の
「
帝
国
」
は
、
一
九
五
〇
年
（
日
本
国
憲
法
発
効
の
三
年
後
）、
朝
鮮
半
島
の
混
乱
（
朝
鮮
戦
争
勃
発
）
に

際
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
安
全
の
た
め
の
行
動
を
、
米
軍
を
中
心
と
す
る
国
連
軍
に
任
せ
、
自
ら
は
（
極
秘
の
う
ち
に
行
っ
た
機
雷
掃
海

を
除
い
て
）、
基
地
貸
与
な
ど
の
後
方
支
援
し
か
行
わ
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
令
に
よ
っ
て
警
察
予
備
隊
を
つ
く
っ
た
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
主
権
線
」
の
治
安
を
守
る
た
め
の
実
力
組
織
だ
っ
た(76
)。
こ
の
警
察
予
備
隊
の
創
設
後
、
米
国
の
圧
力
も
あ
り
、

「
帝
国
」
は
、
憲
法
第
九
条
の
戦
力
放
棄
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
安
隊
（
一
九
五
二
年
）、
そ
し
て
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
自
衛
隊
（
一

九
五
四
年
）
を
つ
く
っ
て
、
自
衛
の
た
め
の
実
力
組
織
を
強
化
し
て
い
く
。

だ
が
そ
の
実
力
組
織
は
「
利
益
線
」
の
安
全
の
た
め
に
直
接
使
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
利
益
線
」
の
安
全
を
含
め
た
自
衛
と

な
れ
ば
、
海
外
派
兵
（
朝
鮮
半
島
へ
の
派
兵
）
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
戦
争
に
倦
ん
だ
戦
後
の
「
帝
国
」
の
国
民
が
許
さ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
無
理
に
そ
れ
を
や
ろ
う
と
す
れ
ば
「
主
権
線
」
の
安
全
の
た
め
の
実
力
組
織
の
創
設
と
維
持
す
ら
も
政
治
的
に

(阪大法学) 70 (3・4-50）448〔2020.11〕



危
う
く
な
る
。
そ
れ
に
戦
後
の
国
際
環
境
の
変
化
と
軍
事
技
術
の
発
展
は
、
仮
に
講
和
後
の
日
本
が
相
当
の
軍
事
力
を
持
つ
努
力
を
厭

わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
主
権
線
」
は
と
も
か
く
、「
利
益
線
」
の
安
全
ま
で
も
独
力
で
守
る
こ
と
を
許
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
一
九
五
四
年
六
月
、
自
衛
隊
創
設
に
あ
た
っ
て
参
議
院
が
、「
現
行
憲
法
の
条
章
と
わ
が
国
民
の
熾
烈
な
る
平
和
愛
好

精
神
」
に
照
ら
し
て
自
衛
隊
の
「
海
外
出
動
」
を
行
わ
な
い
と
の
決
議
を
出
し
、
政
府
が
「
海
外
出
動
」
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
は
憲
法
上
で
き
な
い
、
と
の
説
明
を
行
っ
た
の
は
、
後
に
混
乱
を
生
む
こ
と
に
な
る
と
は
い
え
、
当
時
と
し
て
は

当
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
ま
さ
に
新
し
い
「
帝
国
」
の
自
衛
の
あ
り
方
を
明
確
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。「
利
益
線
」
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
安
保
条
約

を
結
び
、
米
軍
の
日
本
駐
留
を
許
し
て
、
米
国
の
極
東
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
そ
れ
を
支
え
る
こ
と

で
守
る
。「
主
権
線
」
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
米
軍
駐
留
の
力
も
借
り
る
が
、
再
軍
備
を
行
っ
て
自
力
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
一
九

五
一
年
一
月
、
平
和
条
約
の
話
し
合
い
で
来
日
し
た
ダ
レ
ス
米
特
使
ら
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
講
和
後
の
安
全
保
障
は
、「
国
内
の

安
全
」
は
自
力
で
、
だ
が
「
対
外
的
安
全
保
障
」
は
米
国
な
ど
と
の
協
力
で
行
う
と
い
う
考
え
を
示
し
た
が(77
)、
こ
の
「
国
内
」
と
「
対

外
」
の
安
全
の
区
別
は
、「
主
権
線
」
と
「
利
益
線
」
の
安
全
の
区
別
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
日
本
「
帝
国
」
の
自
衛
は
、
他
国
（
米
国
）
と
の
安
全
保
障
協
力
を
前
提
と
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の

点
、「
帝
国
」
の
安
全
保
障
を
考
え
る
際
に
は
、
安
保
条
約
が
、
平
和
条
約
で
日
本
が
手
放
し
た
大
日
本
帝
国
の
領
土
の
う
ち
、
朝
鮮

半
島
南
部
と
台
湾
の
安
全
保
障
を
事
実
上
支
え
る
条
約
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う(78
)。

以
上
見
た
よ
う
に
、
戦
後
の
「
帝
国
」
の
安
全
に
日
米
安
全
保
障
条
約
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
時

に
こ
の
条
約
は
、「
帝
国
」
の
独
立
を
決
め
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
成
立
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
安
保
条
約
が

戦後日本と「帝国」再生の条件
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担
保
す
る
米
軍
の
駐
留
継
続
な
し
に
、
米
国
が
寛
大
な
平
和
条
約
に
よ
っ
て
日
本
の
占
領
を
解
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
九

五
〇
年
一
一
月
に
公
表
さ
れ
た
米
国
の
対
日
講
和
七
原
則
の
四
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
対
日
平
和
条
約
は
、

「
国
際
連
合
が
実
効
的
責
任
を
負
担
す
る
と
い
う
よ
う
な
満
足
す
べ
き
別
途
の
安
全
保
障
取
極
が
成
立
す
る
ま
で
、
日
本
国
区
域
に

お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
に
、
日
本
国
の
施
設
と
合
衆
国
及
び
、
恐
ら
く
は
、
そ
の
他
の
軍
隊
と
の
間
に
継
続
的
協

力
的
責
任
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る(79
)。」

こ
こ
で
い
う
「
日
本
国
の
施
設
」
と
「
合
衆
国
の
軍
隊
」
と
の
間
の
「
継
続
的
協
力
的
責
任
」
と
い
う
の
は
要
す
る
に
、
講
和
後
も

米
軍
が
日
本
に
駐
留
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
日
本
と
の
講
和
に
あ
た
っ
て
「
日
本
の
ど
こ
で
あ
れ
、
必
要
と
思
わ
れ

る
期
間
、
必
要
と
思
わ
れ
る
だ
け
の
軍
隊
」
を
お
く
権
利
を
求
め
た
の
で
あ
る(80
)。

外
務
省
の
条
約
局
長
と
し
て
平
和
条
約
と
安
保
条
約
の
締
結
交
渉
に
あ
た
っ
た
西
村
熊
雄
は
後
に
、「
日
本
国
の
施
設
」
と
「
合
衆

国
の
軍
隊
」
と
の
協
力
の
こ
と
を
「
物
と
人
と
の
協
力
」
と
言
い
表
し
た(81
)。
旧
安
保
条
約
に
お
け
る
日
米
安
全
保
障
協
力
の
基
本
を
簡

潔
に
述
べ
た
表
現
だ
が
、
こ
の
「
物
と
人
と
の
協
力
」
が
平
和
条
約
の
成
立
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
西
村
が
作
成
し

た
、「
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書
」
の
印
象
的
な
文
言
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
か
よ
う
に
し
て
、
平
和
条
約
に
よ
つ
て
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
暁
に
お
い
て
も
自
国
軍
隊
が
日
本
に
駐
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

が
確
実
に
な
つ
た
後
、
は
じ
め
て
先
方
［
米
国
側
］
は
い
か
よ
う
な
構
想
の
平
和
条
約
案
を
た
ず
さ
え
て
連
合
国
と
折
衝
を
開
始
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
条
約
案
は
き
わ
め
て
公
正
寛
大
で
交
渉
当
事
者
の
感
銘
は
大
き
か
つ
た(82
)」

(阪大法学) 70 (3・4-52）450〔2020.11〕



も
し
安
保
条
約
が
な
け
れ
ば
、
占
領
は
長
引
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
米
国
も
連
合
国
も
い
つ
ま
で
も
日
本
占
領
を

続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
い
つ
か
占
領
は
終
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
場
合
の
平
和
条
約
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
の
よ
う
に
公
正
寛
大
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ど
の
よ
う
な
条
約
に
な
っ
て
い
た
か
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
沖
縄
の
主

権
が
日
本
に
残
る
よ
う
な
条
約
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
少
し
前
ま
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
戦
後
の
日
本
の
安
全
保
障
は
、
日
本
の
中
立
化
、
日
本
が
「
太
平
洋

の
ス
イ
ス
」
に
な
る
こ
と
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
考
え
の
前
提
に
は
、
米
国
が
沖
縄
を
永
久
支
配
し
、
空
軍
基

地
と
し
て
要
塞
化
す
れ
ば
、
極
東
に
に
ら
み
を
き
か
せ
る
の
に
十
分
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
な
る
と
い
う
戦
略
観
が
あ
っ
た(83
)。
占
領
下
に
あ

る
日
本
政
府
と
し
て
は
そ
う
い
う
戦
略
観
が
日
本
か
ら
の
沖
縄
切
り
離
し
に
つ
な
が
る
こ
と
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
七
年
九
月
一
九
日
、
昭
和
天
皇
の
御
用
掛
、
寺
崎
英
成
（
外
務
省
出
身
）
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル
ト
駐
日
政
治
顧
問

を
訪
ね
、
沖
縄
に
関
す
る
昭
和
天
皇
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る(84
)。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
残
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
昭
和
天
皇
は
寺

崎
の
口
を
通
じ
、
米
国
が
講
和
後
、
沖
縄
の
「
主
権
を
日
本
に
残
し
た
ま
ま
」、
長
期
租
借
方
式
で
「
軍
事
占
領
」
を
「
二
五
年
な
い

し
五
〇
年
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
」
続
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
天
皇
の
考
え
で
は
、
そ
れ
は
米
国
の
利
益
に
も
な
り
、
日
本
の
防
衛
に
も

な
る
こ
と
だ
っ
た
。
あ
く
ま
で
「
租
借
」（
lease）
な
の
で
、
米
国
が
沖
縄
に
恒
久
的
な
野
心
を
持
っ
て
い
な
い
、
と
日
本
人
に
確
信

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
シ
ー
ボ
ル
ト
顧
問
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
、
そ
し
て
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
に
も
伝
え
ら

れ
た
。
そ
れ
が
米
国
の
対
日
政
策
形
成
に
ど
う
い
う
具
体
的
影
響
を
与
え
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
昭
和
天
皇
の
意
図
が
沖
縄
の
主

権
喪
失
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
の
は
た
し
か
だ
ろ
う
。

「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
出
さ
れ
た
の
と
同
じ
こ
ろ
、
外
務
省
の
な
か
で
は
講
和
後
の
日
本
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
の
選
択
肢
と
し

戦後日本と「帝国」再生の条件
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て
、
米
国
と
「
特
別
の
協
定
」
を
結
び
、
米
軍
を
日
本
に
駐
留
さ
せ
る
こ
と
で
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
い
た(85
)。

た
だ
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
お
い
て
は
、
米
軍
は
沖
縄
や
小
笠
原
に
常
時
駐
留
し
、
日
本
本
土
は
有
事
駐
留
に
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。

し
か
し
実
際
の
安
保
条
約
で
は
、
本
土
に
も
米
軍
が
常
時
駐
留
す
る
。
西
村
熊
雄
は
、
そ
う
な
っ
た
の
は
吉
田
首
相
が
沖
縄
も
小
笠

原
も
す
べ
て
日
本
の
領
土
と
し
て
残
し
た
い
と
の
立
場
を
貫
い
た
か
ら
だ
っ
た
、
と
証
言
し
て
い
る(86
)。
西
村
は
吉
田
の
考
え
を
詳
し
く

説
明
し
て
い
な
い
。
だ
が
た
し
か
に
、
米
軍
が
沖
縄
や
小
笠
原
だ
け
に
常
時
駐
留
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
両
諸
島
の
軍
事
的

価
値
が
上
が
り
、
将
来
の
日
本
へ
の
返
還
が
難
し
く
な
る
に
違
い
な
い
。
吉
田
は
、
そ
の
こ
と
を
懸
念
し
た
の
だ
ろ
う
。

沖
縄
の
施
政
権
返
還
は
一
九
七
二
年
、
平
和
条
約
と
と
も
に
安
保
条
約
が
発
効
し
て
か
ら
二
〇
年
後
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
安

保
条
約
は
改
定
さ
れ
、
そ
の
「
物
と
人
と
の
協
力
」
の
形
は
主
権
国
家
間
の
相
互
協
力
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
改
め
ら
れ
た
。
米

国
は
そ
の
相
互
協
力
の
か
た
ち
の
な
か
に
沖
縄
の
基
地
も
組
み
入
れ
た
方
が
、
基
地
使
用
の
よ
り
長
期
的
な
安
定
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
施
政
権
の
返
還
に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
結
果
的
に
米
国
に
よ
る
沖
縄
の
「
租
借
」
は
、「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
想
定
し
た
時
間

よ
り
も
短
い
期
間
の
も
の
に
な
っ
た
。

世
界
最
強
の
軍
事
力
を
持
つ
米
国
と
の
安
全
保
障
協
力
は
、「
帝
国
」
の
安
全
を
予
算
面
で
安
上
が
り
な
も
の
に
し
、
帝
国
の
経
済

発
展
に
必
要
な
平
和
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
こ
の
協
力
は
、「
帝
国
」
が
米
国
主
導
の
自
由
世
界
の
な
か
で
、
そ
の
発
展
と
と
も
に
貿

易
、
金
融
、
技
術
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
を
確
実
に
し
た
。
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
代
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
加
盟
後
の

日
本
が
欧
州
諸
国
か
ら
受
け
る
差
別
的
待
遇
の
解
除
の
た
め
に
米
国
が
協
力
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
の
も
、
日
本
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
な
ら
ん

で
米
国
の
自
由
主
義
同
盟
シ
ス
テ
ム
の
一
環
を
な
す
存
在
だ
っ
た
事
に
関
係
し
な
い
は
ず
は
な
い
。

吉
田
茂
は
回
顧
録
の
な
か
で
、
日
本
が
米
国
と
の
安
全
保
障
協
力
を
選
択
す
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
は
海
洋
国
家
で
あ
り
、
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海
外
と
の
貿
易
を
通
じ
て
国
民
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
海
洋
支
配
の
力
を
持
ち
、
経
済
的
に
最
も
豊
か
で
、
自

由
主
義
を
伝
統
と
す
る
海
洋
国
家
で
あ
る
英
米
両
国
、
と
く
に
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
が
欠
か
せ
な
い
と
説
き
、
そ
れ
は
主
義
と

か
思
想
と
か
で
は
な
く
国
民
の
利
益
を
増
進
す
る
「
近
道
」
だ
と
説
い
た(87
)。

新
安
保
条
約
の
第
二
条
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
条
約
第
二
条
と
ほ
ぼ
同
様
の
条
文
だ
が
、
ま
さ
に
「
帝
国
」
が
こ
の
「
近
道
」
を
歩
む
こ
と

を
示
す
条
文
と
も
い
え
る
。
新
条
約
の
前
文
に
あ
る
、
日
米
が
「
民
主
主
義
の
諸
原
則
、
個
人
の
自
由
及
び
法
の
支
配
」
の
擁
護
を
希

望
す
る
と
の
一
節
と
合
わ
せ
て
、「
帝
国
」
が
自
由
主
義
世
界
の
な
か
で
そ
の
安
全
を
全
う
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
締
約
国
は
、
そ
の
自
由
な
諸
制
度
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
基
礎
を
な
す
原
則
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
並
び
に
安
定
及
び
福
祉
の
条
件
を
助
長
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
平
和
的
か
つ
友
好
的
な
国
際
関
係
の
一
層
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

締
約
国
は
、
そ
の
国
際
経
済
政
策
に
お
け
る
く
い
違
い
を
除
く
こ
と
に
努
め
、
ま
た
、
両
国
の
間
の
経
済
的
協
力
を
促
進
す
る
。」

実
は
吉
田
は
平
和
条
約
に
関
す
る
ダ
レ
ス
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、
日
本
は
、
講
和
後
は
「
米
国
圏
」
に
入
り
た
い
、
と
単
刀
直

入
に
日
本
の
将
来
に
関
す
る
希
望
を
述
べ
て
い
る
。

「
ふ
た
つ
の
世
界
が
対
立
抗
争
し
て
お
る
世
界
に
お
い
て
米
国
は
日
本
を
広
い
意
味
で
米
国
圏
内
に
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
し
て
考
え

て
も
ら
い
た
い(88
)。」

新
安
保
条
約
の
第
二
条
は
、
そ
う
い
う
吉
田
の
希
望
を
そ
の
時
点
ま
で
に
米
国
が
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
条
文
と
い
っ

戦後日本と「帝国」再生の条件
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て
よ
い
。「
米
国
圏
」
の
な
か
で
「
帝
国
」
の
安
全
を
守
る
と
い
う
安
全
保
障
の
あ
り
方
が
、「
帝
国
」
に
安
全
だ
け
で
な
く
、
繁
栄
を

も
た
ら
し
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
米
国
の
よ
う
な
強
大
な
国
と
の
安
全
保
障
協
力
は
、
た
だ
で
さ
え
、
強
い
相
手
に
対
し
て
対
等
を
求
め
る
人
間
の
心
情
か
ら

の
反
発
を
生
み
や
す
い
。
し
か
も
安
保
条
約
は
、
米
軍
の
日
本
駐
留
を
前
提
に
す
る
条
約
で
あ
り
、
独
立
国
と
し
て
の
自
尊
心
を
傷
つ

け
る
問
題
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
条
約
だ
っ
た
。
仮
に
そ
れ
が
な
い
と
し
て
も
、
日
本
が
強
大
な
米
国
の
力
に
頼
る
ば
か
り
と
な
れ
ば
、

日
本
は
独
立
心
を
奪
い
、
国
家
の
活
力
を
失
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
の
点
は
、
対
日
講
和
七
原
則
で
「
施
設
」
と
「
軍
隊
」
の
協
力
、
す
な
わ
ち
「
物
と
人
と
の
協
力
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た

時
に
外
務
省
が
危
惧
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
外
務
省
の
講
和
準
備
文
書
（「
対
日
講
和
⚗
原
則
に
対
す
る
所
見
」
一
九
五
一
年
一
月

五
日
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(89
)。

「
⚑
国
の
安
全
保
障
の
第
⚑
の
前
提
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
民
み
ず
か
ら
が
自
己
の
国
を
平
和
と
安
全
の
う
ち
に
保
持
し
よ
う

と
す
る
強
烈
な
愛
国
心
が
国
民
の
間
に
自
発
的
に
わ
き
起
り
且
つ
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

「
一
国
の
施
設
と
他
国
の
軍
隊
と
の
間
の
協
力
に
よ
つ
て
そ
の
国
の
安
全
保
障
が
完
全
な
る
を
得
よ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
平
等

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
国
と
国
の
間
に
安
全
保
障
の
た
め
の
協
力
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
初
め
て
、
国
家
防
衛
の
熱
意
は

国
民
の
間
に
生
起
し
安
全
保
障
の
所
期
の
目
的
は
達
成
し
う
る
で
あ
ろ
う
。」

こ
こ
で
い
う
「
平
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
い
う
文
言
は
、
日
本
政
府
が
ダ
レ
ス
ら
に
渡
し
た
、
対
日
講
和
七
原
則
に
対
す
る
「
わ
が

方
見
解
」
の
な
か
で
も
使
わ
れ
て
い
る(90
)。
安
保
条
約
締
結
後
の
日
米
の
安
全
保
障
協
力
の
歴
史
は
、
安
保
改
定
も
含
め
て
、
こ
の
「
平
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等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
協
力
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
と
実
質
を
求
め
る
歴
史
に
な
る
が
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
力
の
弱
い
日
本
が
力

を
つ
け
、
安
全
保
障
の
た
め
の
相
互
協
力
を
よ
り
対
等
な
も
の
に
変
え
て
行
く
歴
史
で
あ
る
。
む
ろ
ん
対
等
な
協
力
と
い
っ
て
も
、
そ

の
協
力
は
、
国
際
情
勢
、
日
米
の
国
力
と
国
情
、
あ
る
い
は
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
少
な
く
と

も
、
日
米
が
「
互
い
の
安
全
」
の
た
め
に
「
互
い
に
協
力
」
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た(91
)。

そ
う
考
え
る
と
、
た
と
え
自
衛
の
た
め
で
あ
っ
て
も
武
力
行
使
を
目
的
と
し
た
海
外
派
兵
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
憲
法
上
一
切
で
き
な
い
、
と
い
う
い
い
方
で
説
明
し
た
こ
と
は
、
集
団
的
自
衛
の
権
利
が
、
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
い

て
、
主
権
国
家
が
安
全
保
障
の
た
め
に
行
う
相
互
協
力
の
国
際
法
上
の
基
盤
で
あ
る
だ
け
に
、「
帝
国
」
と
米
国
の
安
全
保
障
協
力
の

発
展
に
関
す
る
議
論
を
混
乱
さ
せ
た
よ
う
に
思
え
る
。

(70
)
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
米
国
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保
障
会
議
）
文
書
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
四
九
に
つ
い
て
は
、
坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆

―
―
安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
［
増
補
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
一
五
―
九
頁
を
参
照
。
な
お
本
章
全
体
の
記
述
に
つ
い
て
も
同
書

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(71
)
倭
島
英
二
外
務
省
管
理
局
長
「
時
局
に
関
す
る
件
」（
一
九
五
〇
年
一
二
月
二
八
日
）『
調
書
（
一
）』
七
七
九
―
八
〇
頁
、
七
七
六
―
八

三
頁
。

(72
)
宮
沢
喜
一
『
東
京
―
ワ
シ
ン
ト
ン
の
密
談
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
五
五
頁
。

(73
)
安
保
条
約
条
文
の
逐
条
解
説
に
つ
い
て
は
、
坂
元
一
哉
監
修
・
解
説
『
は
じ
め
て
読
む
日
米
安
保
条
約
』（
宝
島
社
、
二
〇
一
六
年
）

(74
)
「
外
交
政
略
論
」
の
原
文
は
た
と
え
ば
、
山
田
朗
編
『
外
交
資
料

近
代
日
本
の
膨
張
と
侵
略
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
七
一

―
四
頁
。

(75
)
陸
奥
宗
光
／
中
塚
明
校
注
『
蹇
蹇
録
―
日
清
戦
争
外
交
秘
録
―
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
二
六
頁
。
陸
奥
は
朝
鮮
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
朝
鮮
は
徒
に
旧
章
を
墨
守
し
い
ま
だ
宿
弊
を
除
去
せ
ず
、
内
乱
続
起
し
竟
に
自
主
独
立
の
根
基
を
瓦
解
し
、
し
ば
し

ば
累
を
隣
邦
に
及
ぼ
し
、
延
い
て
東
洋
大
局
の
平
和
を
擾
乱
せ
ん
と
す
る
の
恐
れ
あ
り
、
こ
れ
我
が
国
は
隣
邦
の
情
誼
に
お
い
て
も
ま
た
自、

衛、

戦後日本と「帝国」再生の条件
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の、

道、

に、

お、

い、

て、

も、

拱
手
傍
観
す
る
能
わ
ず
」
六
八
頁
、
傍
点
は
引
用
者
。

(76
)
こ
う
し
た
治
安
組
織
の
必
要
は
、
憲
法
第
九
条
を
受
け
入
れ
た
幣
原
も
説
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
首
相
退
任
後
、
枢
密
院
の
審
議
（
一
九
四

六
年
五
月
二
九
日
）
で
幣
原
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
「
占
領
軍
撤
退
後
の
国
内
治
安
が
心
配
で
あ
る
。
歴
史
に
徴
す
る
も
、
中
央
政
府

の
力
が
弱
つ
た
と
き
に
源
平
二
氏
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
辺
の
見
込
み
如
何
」。
こ
の
質
問
に
対
し
て
幣
原
を
継
い
で
首
相
と
な
っ
て
い
た
吉
田

は
「
占
領
軍
撤
退
後
の
状
態
は
今
日
な
お
予
想
で
き
な
い
。
日
本
が
独
立
後
如
何
な
る
形
を
と
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
国

家
と
し
て
兵
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
今
日
は
言
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
主
権
を
回
復
す
れ
ば
兵
力
を
生
ず
る
の
で
は

な
い
か
と
想
像
す
る
」
と
答
え
て
い
る
。
憲
法
改
正
に
あ
た
っ
て
「
戦
力
放
棄
」
を
受
け
入
れ
て
も
、
講
和
後
は
国
内
治
安
な
ど
の
た
め
に
、

あ
る
程
度
の
兵
力
は
必
要
と
い
う
の
が
幣
原
や
吉
田
の
了
解
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
審
議
に
お
い
て
野
村
吉
三
郎
元
駐
米
大
使

は
、
憲
法
第
九
条
二
項
の
削
除
を
主
張
し
た
。
吉
田
は
「
九
条
は
日
本
の
再
軍
備
に
対
す
る
連
合
国
側
の
懸
念
か
ら
生
れ
た
規
定
で
、
修
正
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
大
嶽
編
『
資
料
集
』、
一
〇
七
―
八
頁
。

(77
)
「
わ
が
方
見
解
」、
細
谷
千
博
編
、
前
掲
書
、
八
四
頁
。

(78
)
沖
縄
返
還
に
日
米
の
合
意
が
で
き
た
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
米
共
同
声
明
（
一
九
六
九
年
一
一
月
二
一
日
）
に
お
い
て
佐
藤
栄
作
首
相

は
「
朝
鮮
半
島
の
平
和
維
持
の
た
め
の
国
際
連
合
の
努
力
を
高
く
評
価
し
、
韓
国
の
安
全
は
日
本
自
身
の
安
全
に
と
つ
て
緊
要
」
で
あ
る
と
述

べ
、
ま
た
「
台
湾
地
域
に
お
け
る
平
和
と
安
全
の
維
持
も
日
本
の
安
全
に
と
つ
て
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
世
界
と
日
本
」
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum
ents/texts/docs/19691121.D
1J.htm
l

ま
た
同
日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
・
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
演
説
で
は
、
首
相
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
現
実
の
国
際
社
会
に
お
い
て
わ
が
国
の
安
全
は
、
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
な
く
し
て
は
十
分
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
広
く
極
東
の
安
全
の
た
め
に
米
軍
が
日
本
国
内
の
施
設
、
区
域
を
使
用
す
る
と
い
う
形
で
の
日
米
協
力
と
い
う
安
保

条
約
の
第
⚒
の
目
的
が
浮
び
上
つ
て
ま
い
り
ま
す
。
わ
た
く
し
が
、
こ
の
施
設
・
区
域
の
使
用
に
関
す
る
事
前
協
議
に
つ
い
て
、
日
本
を
含
む

極
東
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
見
地
に
立
つ
て
同
意
す
る
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
国
益
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え

る
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

特
に
韓
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。
従
つ
て
、
万
一
韓
国
に
対
し
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
米
軍
が
日
本
国
内
の
施
設
、
区
域
を
戦
闘
作
戦
行
動
の
発
進
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基
地
と
し
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
日
本
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
つ
て
、
事
前
協

議
に
対
し
前
向
き
に
、
か
つ
す
み
や
か
に
態
度
を
決
定
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

台
湾
地
域
で
の
平
和
の
維
持
も
わ
が
国
の
安
全
に
と
つ
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
点
で
米
国
の
中
華
民
国
に
対
す

る
条
約
上
の
義
務
遂
行
の
決
意
を
十
分
に
評
価
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
万
一
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
対
し
て
、
現
実
に
義
務
が
発

動
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
が
不
幸
に
し
て
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
わ
が
国
を
含
む
極
東
の
平
和
と
安
全
を
脅
か
す

も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
つ
て
、
米
国
に
よ
る
台
湾
防
衛
義
務
の
履
行
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
わ

が
国
益
上
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
認
識
を
ふ
ま
え
て
対
処
し
て
ゆ
く
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
そ
の
よ
う
な
事
態
は
予
見
さ

れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。」

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
世
界
と
日
本
」
https://w
orldjpn.grips.ac.jp/docum
ents/texts/exdpm
/19691121.S1J.htm
l

(79
)
西
村
熊
雄
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
六
七
頁
。

(80
)
坂
元
、『
日
米
同
盟
の
絆
』
二
一
頁
。

(81
)
西
村
熊
雄
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
四
七
―
八
頁
。

(82
)
『
調
書
（
二
）』
一
一
一
頁
。

(83
)
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
考
え
と
そ
れ
に
対
す
る
軍
部
内
の
異
論
に
つ
い
て
は
、
坂
元
、『
日
米
同
盟
の
絆
』
七
―
二
三
頁
。

(84
)
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
は
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
『
沖
縄
問
題
の
起
源
―
―
戦
後
日
米
関
係
に
お
け

る
沖
縄
一
九
四
五
―
一
九
五
二
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
五
―
一
二
頁
を
参
照
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
シ
ー
ボ
ル
ト

の
記
録
は
沖
縄
県
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
る
。
https://w
w
w
.archives.pref.okinaw
a.jp/w
p-content/uploads/

Em
perors-m
essage.pdf

(85
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
坂
元
、『
日
米
同
盟
の
絆
』
一
〇
―
一
五
頁
。

(86
)
西
村
、『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約
』
二
〇
七
頁
。

(87
)
吉
田
、『
回
想
十
年
（
上
）』、
四
〇
頁
。

(88
)
『
調
書
（
二
）』
一
四
四
頁
。
吉
田
が
ダ
レ
ス
と
の
第
一
回
会
談
（
一
九
五
一
年
一
月
二
九
日
）
の
後
、
会
談
の
様
子
を
外
交
当
局
に
語
っ

た
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
日
吉
田
は
、
随
員
な
し
に
一
人
で
ダ
レ
ス
を
含
む
ア
メ
リ
カ
側
と
の
会
談
に
臨
ん
だ
。
こ
の
会
談
に
関
す
る
米
国
側

戦後日本と「帝国」再生の条件
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の
記
録
（
注
54
を
参
照
）
の
な
か
に
は
、
そ
う
い
う
吉
田
の
発
言
は
見
当
た
ら
な
い
。

(89
)
『
調
書
（
一
）』
八
五
八
―
九
頁
。

(90
)
英
語
は
「
equal
partners」、
日
本
語
は
「
平
等
の
協
同
者
」
と
な
っ
て
い
る
。
細
谷
編
、
前
掲
書
、
八
六
頁
、
八
四
頁
。

(91
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
坂
元
、『
日
米
同
盟
の
絆
［
増
補
版
］』
を
参
照
。
と
く
に
三
〇
九
―
一
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

お
わ
り
に

昭
和
天
皇
が
平
和
条
約
締
結
時
に
「
平
和
条
約
は
寛
大
な
条
約
で
は
あ
る
が
、
明
治
天
皇
の
孫
で
あ
る
自
分
が
す
べ
て
の
海
外
領
土

を
失
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
つ
ら
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
吉
田
首
相
に
述
べ
、
吉
田
は
、
い
ま
は
そ
れ
を
い
う
べ
き
時
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
と
答
え
た
。
そ
う
い
う
吉
田
の
（
英
国
駐
日
大
使
館
員
に
対
す
る
）
内
話
が
英
国
外
交
文
書
（
一
九
五
一
年
九
月
二
〇
日

付
）
に
残
っ
て
い
る(92
)。

た
し
か
に
吉
田
の
い
う
と
お
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
敗
戦
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
海
外
領
土
を
失
っ
た
「
帝
国
」
日
本
は
、
講
和

独
立
か
ら
四
半
世
紀
を
過
ぎ
な
い
う
ち
に
、
沖
縄
、
小
笠
原
の
施
政
権
を
取
り
戻
し
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
を
正
常
化
し
、
平

和
条
約
締
結
時
に
残
さ
れ
た
戦
後
処
理
の
諸
問
題
を
法
的
に
は
ほ
ぼ
（
北
方
領
土
問
題
を
別
に
し
て
）
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
う
え
で
安
保
条
約
に
守
ら
れ
た
自
由
主
義
陣
営
の
一
員
と
し
て
経
済
復
興
し
、
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
、
国
民
は
戦
前
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
平
和
と
繁
栄
を
享
受
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
皇
室
の
安
泰
も
守
ら
れ
た
。

「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
鈴
木
は
、

「
終
戦
の
詔
勅
を
涙
な
が
ら
に
聴
い
た
国
民
の
う
ち
何
人
が
、
二
十
余
年
の
後
、
敗
戦
の
灰
燼
か
ら
、
不
死
鳥
日
本
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
自
由
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世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
更
生
し
よ
う
と
予
想
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
」

と
書
い
て
い
る
が
、
も
し
講
和
独
立
の
時
点
で
「
帝
国
」
再
生
の
そ
こ
ま
で
の
成
功
が
予
想
で
き
る
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
昭
和
天

皇
の
平
和
条
約
に
対
す
る
感
想
も
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
、
平
和
条
約
締
結
時
に
お
け
る
明
治
天
皇
へ
の
「
つ
ら
い
」
気
持
ち
を
、
敗
戦
後
の
日
本
の
改
革
に
対
す
る
昭
和
天
皇
の
後
ろ

向
き
の
姿
勢
の
現
れ
、
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敗
戦
か
ら
一
年
が
経
っ
た
一
九
四
六
年
八
月
一
四
日
、
昭
和
天
皇
は
敗
戦
後
の
歴

代
の
首
相
（
鈴
木
貫
太
郎
、
東
久
邇
宮
稔
彦
、
幣
原
喜
重
郎
、
吉
田
茂
）
な
ど
を
呼
ん
で
茶
会
を
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
天
皇
の
話
を

入
江
相
政
侍
従
が
日
記
に
残
し
て
い
る(93
)。

「
一
九
四
六
年
八
月
一
四
日
（
木
）

午
后
七
時
よ
り
終
戦
一
年
に
因
ん
で
当
時
以
後
の
首
相
と
現
内
閣
の
所
謂
経
済
閣
僚
等
を
召
さ
れ
て
花
陰
亭
で
御
茶
の
お
催
し
。

…
…
〈
中
略
〉
…
…
出
御
に
な
り
先
づ
聖
上
よ
り
御
言
葉
あ
り
、
隣
室
に
於
て
漏
れ
承
り
た
る
所
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
敗

戦
の
後
国
内
体
勢
整
備
の
為
天
智
天
皇
は
大
化
の
改
新
を
断
行
さ
れ
、
そ
の
際
思
ひ
切
つ
た
唐
制
の
採
用
が
あ
つ
た
、
こ
れ
を
範
と
し

て
今
後
大
い
に
努
力
し
て
も
ら
ひ
た
し
と
い
ふ
よ
う
な
お
言
葉
で
あ
つ
た
。
誠
に
恐
懼
の
極
み
で
あ
る
。」

国
家
の
長
い
歴
史
を
思
い
起
こ
し
た
う
え
で
の
、
こ
う
し
た
昭
和
天
皇
の
思
い
切
り
が
、
戦
後
改
革
と
「
帝
国
」
再
生
の
重
要
な
鍵

の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
帝
国
」
再
生
の
条
件
と
な
っ
た
、
日
本
国
憲
法
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
は
、
ま
ず
大
日
本
帝
国

戦後日本と「帝国」再生の条件
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憲
法
を
改
正
し
て
で
き
た
日
本
国
憲
法
が
天
皇
と
皇
室
制
度
の
存
続
と
安
全
の
た
め
の
、
す
な
わ
ち
「
帝
国
」
の
生
存
の
た
め
の
「
避

雷
針
」
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
成
立
過
程
を
見
れ
ば
日
本
国
憲
法
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
る
日
本
の
非
軍
事
化
、
民
主
化

（「
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化
」）
と
い
う
米
国
を
中
心
と
す
る
連
合
国
の
要
求
と
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
際
に
日
本
が
求
め
た

「
国
体
」
の
護
持
と
の
間
を
す
り
合
わ
せ
る
た
め
の
、
条
約
の
よ
う
な
文
書
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
憲
法
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
か
ら
、
条
文
の
解
釈
や
変
更
は
国
内
問
題
に
な
る
。
少
な
く
と
も
「
帝
国
」
独
立
後
は
そ
う
な
っ
た
。

し
か
し
「
帝
国
」
独
立
の
条
件
を
定
め
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
違
う
。
そ
れ
は
連
合
国
四
八
か
国
と
の
条
約
で
あ
り
、

条
文
の
解
釈
や
変
更
は
大
き
な
国
際
問
題
に
な
る
。
日
本
が
自
由
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
平
和
条
約
が
も
し

戦
後
初
期
の
連
合
国
の
占
領
政
策
の
よ
う
に
懲
罰
的
な
基
調
の
も
の
だ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
半
永
久
的
に
、
日
本
人
の
自
尊
心
を
傷
つ

け
、「
国
の
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
を
そ
こ
な
う
」
条
約
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
い
ず
れ
は
日
本
国
内
に
条
約
廃
棄
を
求
め
る
声

が
高
ま
り
、「
帝
国
」
独
立
後
の
自
由
世
界
で
の
発
展
に
は
き
わ
め
て
重
い
足
か
せ
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

平
和
条
約
が
懲
罰
的
な
条
約
に
な
ら
な
か
っ
た
背
景
に
、
冷
戦
と
朝
鮮
戦
争
と
い
う
国
際
情
勢
の
大
変
化
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

だ
が
日
本
国
憲
法
に
よ
る
大
日
本
帝
国
の
非
軍
事
化
、
民
主
化
の
徹
底
が
な
け
れ
ば
、
平
和
条
約
が
実
際
に
そ
う
で
あ
っ
た
ほ
ど
寛
大

な
も
の
に
な
る
の
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
日
本
国
憲
法
は
「
帝
国
」
生
存
の
た
め
の
「
避
雷
針
」
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、「
帝
国
」
の
独
立
を
助
け
る
「
避
雷
針
」
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。

平
和
条
約
で
日
本
は
、
大
日
本
帝
国
が
持
っ
て
い
た
す
べ
て
の
海
外
領
土
を
失
っ
た
。
ま
た
海
外
資
産
の
喪
失
を
含
め
た
賠
償
も
決

し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
結
局
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
「
帝
国
」
繁
栄
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
戦
後
世

界
の
自
由
貿
易
体
制
の
発
展
を
前
提
に
す
れ
ば
、
海
外
領
土
を
持
た
な
い
方
が
経
済
発
展
に
は
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、

賠
償
も
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
賠
償
は
、
日
本
の
同
地
域
へ
の
経
済
進
出
を
助
け
る
も
の
に
な
っ
た
。
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「
帝
国
」
の
安
全
は
、
米
国
と
の
安
全
保
障
協
力
を
定
め
た
日
米
安
全
保
障
条
約
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
。
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
規

定
は
、
大
日
本
帝
国
の
よ
う
に
「
主
権
線
」（
国
土
）
も
「
利
益
線
」（
国
土
の
安
全
に
深
く
関
係
す
る
地
域
）
も
独
自
に
守
る
、
と
い

う
よ
う
な
自
衛
の
あ
り
方
を
困
難
に
し
た
。
安
保
条
約
は
そ
の
意
味
で
日
本
国
憲
法
を
補
完
す
る
条
約
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
戦
後
の

国
際
環
境
と
軍
事
技
術
の
変
化
は
、
憲
法
第
九
条
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、「
帝
国
」
の
安
全
を
他
国
と
の
安
全
保
障
協
力
な
し
に
全

う
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

安
保
条
約
は
平
和
条
約
と
別
個
に
結
ば
れ
た
が
、
平
和
条
約
と
セ
ッ
ト
に
な
る
条
約
で
あ
り
、
米
軍
の
日
本
駐
留
を
認
め
る
安
保
条

約
が
な
け
れ
ば
、
一
九
五
一
年
の
時
点
で
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
と
く
に
沖
縄
の
主
権
を
日
本
に
残
す

形
で
の
平
和
条
約
は
難
し
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
安
保
条
約
は
「
帝
国
」
独
立
の
た
め
の
条
約
で
も
あ
っ
た
。
安
保

条
約
と
平
和
条
約
が
別
々
に
結
ば
れ
た
の
は
、
米
軍
駐
留
を
平
和
条
約
に
書
き
込
む
こ
と
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
が
、
も
し
書
き
込
ん

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
講
和
後
の
日
本
を
監
視
す
る
た
め
の
駐
留
と
い
う
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
、「
帝
国
」
の
独
立
を
大
き
く
傷
つ
け
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
安
保
条
約
は
「
帝
国
」
の
独
立
を
助
け
た
。

た
し
か
に
安
保
条
約
は
、
講
和
後
の
暫
定
的
な
条
約
と
し
て
制
定
さ
れ
、
そ
の
当
初
の
形
式
は
主
権
国
家
間
の
対
等
な
協
力
と
は
と

て
も
い
え
な
い
、
駐
軍
協
定
の
色
合
い
が
濃
い
条
約
で
あ
り
、
日
本
国
内
で
は
日
本
の
独
立
を
傷
つ
け
る
と
強
く
批
判
さ
れ
た
。
だ
が

安
保
条
約
は
平
和
条
約
と
は
違
い
、
米
国
と
の
二
国
間
条
約
で
あ
り
、
日
米
の
力
関
係
と
交
渉
に
よ
っ
て
そ
の
形
式
を
変
え
う
る
も
の

だ
っ
た
。

実
際
、
一
九
六
〇
年
に
は
相
互
条
約
へ
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
安
保
条
約
に
形
式
的
な
対
等
性
を
付
与
す
る
た
め
の
改
定

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
日
米
双
方
の
努
力
で
、
安
保
条
約
に
基
づ
く
日
米
の
安
全
保
障
協
力
は
、
主
権
国
家
間
の
協
力
に
ふ
さ
わ
し
い

実
質
的
対
等
性
を
持
つ
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
う
な
っ
て
は
じ
め
て
、「
帝
国
」
の
安
全
は
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
守
ら
れ
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た
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
明
確
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
帝
国
」
の
安
全
は
米
国
と
の
相
互
協
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

米
国
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

安
保
条
約
は
独
立
後
の
「
帝
国
」
が
自
由
世
界
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
条
約
だ
っ
た
。
自
由
世
界
の
一
員
で
あ

る
こ
と
は
、
日
本
の
安
全
保
障
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
市
場
と
資
源
へ
の
独
占
的
あ
る
い
は
優
越
的
ア
ク
セ
ス

の
維
持
拡
大
に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
帝
国
主
義
の
コ
ス
ト
か
ら
、「
帝
国
」
を
解
放
し
た
。
日
本
の
繁
栄
が
自
由
世

界
の
繁
栄
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
法
と
条
約
が
相
互
に
関
連
し
つ
つ
「
帝
国
」
再
生
に
果
た
し
た
役
割
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
戦

後
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
日
本
外
交
が
第
二
章
で
紹
介
し
た
外
務
省
文
書
（
一
九
四
五
年
十
月
九
日
）
の
基
本
方
針
通
り
、

「
對
米
協
調
ニ
徹
シ
相
互
ノ
理
解
ト
信
頼
感
ヲ
増
大
シ
帝
國
更
生
ノ
基
礎
ヲ
強
化
」
す
べ
く
努
力
し
、
そ
れ
に
成
功
し
た
の
は
間
違
い

な
い
。

こ
の
点
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
の
「
對
米
協
調
ニ
徹
シ
」
た
外
交
の
な
か
で
、
昭
和
天
皇
が
果
た
し
た
役
割
、
と
く
に
憲
法
改
正
に
お

け
る
役
割
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
昭
和
天
皇
の
意
向
に
も
そ
っ
た
幣
原
喜
重
郎
や
吉
田
茂
の
「
對
米
協

調
ニ
徹
シ
」
た
外
交
は
結
果
と
し
て
、
日
本
と
い
う
国
家
の
「
根
本
特
色
」
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
大
日
本
帝
国
と
は
違
う
か
た
ち
で
、

す
な
わ
ち
民
主
主
義
の
経
済
大
国
と
し
て
、
日
本
を
世
界
政
治
の
舞
台
に
復
帰
さ
せ
る
礎
を
築
い
た
。
そ
う
い
う
「
帝
国
」
再
生
外
交

の
大
い
な
る
成
功
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、「
帝
国
」
再
生
の
条
件
と
な
っ
た
三
つ
の
法
と
条
約
を
め
ぐ
っ
て
、
国
内
世
論
に
大
き
な
分
裂
が
生
じ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
憲
法
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
憲
法
改
正
の
是
非
と
第
九
条
の
解
釈
に
関
し
て
、
平
和
条
約
と
安
保
条
約
に
つ
い
て
は
「
對
米

協
調
」
の
是
非
と
そ
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
ま
た
戦
争
の
反
省
と
歴
史
認
識
の
問
題
に
関
し
て
、
世
論
の
分
裂
は
時
に
激
し
く
国
内
政
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治
を
揺
る
が
し
た
。
こ
こ
で
詳
述
は
避
け
る
が
、
こ
の
世
論
の
分
裂
に
よ
っ
て
戦
後
の
日
本
外
交
は
、
か
つ
て
高
坂
正
堯
が
述
べ
た
よ

う
に
、
国
民
の
ま
と
ま
っ
た
支
持
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
「
馬
力
の
小
さ
い
飛
行
機(94
)」
と
な
り
、
低
空
飛
行
が
常
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
「
帝
国
」
再
生
の
外
交
史
的
評
価
を
ぼ
や
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

未
曾
有
の
敗
戦
と
、
大
日
本
帝
国
か
ら
戦
後
の
「
帝
国
」
へ
の
劇
的
な
変
化
が
、
国
家
と
国
民
に
与
え
た
衝
撃
と
混
乱
は
巨
大
で
あ

り
、
世
論
の
分
裂
に
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
分
裂
は
、
時
間
の
経
過
と
国
際
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
次
第

に
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
七
五
年
が
過
ぎ
、
つ
ま
り
平
和
が
七
五
年
間
続
き
、「
帝
国
」
の
再
生
が
な
っ
て
か
ら
お
よ
そ
半
世

紀
が
過
ぎ
た
い
ま
、
そ
の
こ
と
に
憲
法
、
平
和
条
約
、
安
保
条
約
が
一
体
と
な
っ
て
果
た
し
た
役
割
を
、
歴
史
の
問
題
と
し
て
客
観
的

に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
は
す
で
に
到
来
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(92
)
FJ1022/1419,FO
371/92599,T
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N
ational
A
rchives,London

(93
)
入
江
、
前
掲
書
、
一
一
五
―
八
頁
。
な
お
白
村
江
の
戦
い
は
六
六
三
年
、
天
智
天
皇
（
中
大
兄
皇
子
）
の
即
位
は
六
六
八
年
、
大
化
の
改

新
の
詔
は
六
四
六
年
、
近
江
令
は
六
六
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

(94
)
高
坂
正
堯
『
海
洋
国
家
日
本
の
構
想
』（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
一
九
六
五
年
）
五
三
頁
。
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